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曾 場

見 堕

講 師

テキスト

申 込締 切

鷺 定 第 二 回

第 四 回

六月十四日( 火〉后一時始三時牟終了

工 業 奨 悶 館 講 演 室 市 内 問 直 江 ノ 手 島

工業奨勘館三階建鍛筋コンクリート新築工事、講習後見皐 、五時解散

株 式 曾 舷 犬 伝 建 築 事 務 所 主 事 務 萩 締 役 高 橋 康 夫 氏

画面入約 3 0頁 一部 100. 00 で 頒 つ

六月十日迄テキスト希望者は代金前納の事、イE 合; 場の都合で先着締切る事

がある。テキストは営日合場受付で渡す: ; ; n :

文化講墜( 七月頃〉 第 三 回 仕 上 材 料 と 施 工 滋 ( 九 月 頃 〉

鎖骨精進( 十月頃〉 詳細は次説以下本誌上で、決定次第張表する。

宇 治 平 等 院 、 責 柴 山 、 見 皐 案 内

標記見撃手? を京都支部と大阪曾勢委員合共同で開催する、二ケ所共余りにも世に有名でゐるから解詮を

略する。折柄の新緑は滑置の流れ字治川に映じて都人の心を慰めるに充分であろう。前官日黄葉山見書聖終

了後同寺にて有志の懇親晩餐舎を催さんとす、若し夫れ符室の普茶料理を I味ふ事を得ば更に奥深かるべ〈

参加希望者は下記要領により御申込ありたい

入 日 時六月十二日〈日〉午前十時集合晴雨不論

1， 集 合 所 奮 京 阪 宇 治 撰 前 ( 本 線 中 讐 島 乗 替 〉

1、 曾 費 Y 5 0 、0 0 昔日不参の時も御負換のm

1、 見 皐2 f - 等院、黄葉山高幅寺、東道解読者は目下焚沙中

1、 交 遇 費 向 静 、 m常持参の事

1， 申 込 締 切 六月十日迄合疫を添へて申忍の事

京都方面の方は京都支部へ申込せられにし

1、 有 志 晩 餐 曾 高幅寺にて見皐終了後開催する 合俊は嘗日貨授を徴するが申込の時務干前受

い? こしたし、イE営臼不参の場合も負権願ム事

以 上 日 本 建 築 協 合

本自 互 斡 旋

。土地、家屋譲り? こし

1. 大阪市内堺筋長堀橋南( 元高島屋前〉電車道約 150 坪

2  大阪市西電江戸堀南通五丁目十耕地ノ一 角地、河に面す、約 232 坪

3  犬阪市大正直三軒家町一一 土 地 715 坪。建坪 217 坪

工場三棟、倉庫一棟、事務所一様、宿直室一棟、倉庫一棟、住宅三杭、寄宿舎二棟、組建方野地仕舞定。

4  京都市左京1亙松ケ崎商町一四番地 前高工跡突雷り勝星夏、公園議定地で目下施設中

敷 地 52 坪、: < f 家建 15 坪 三室外台所、風呂、井戸、水道設備、昭和十七年建築入念仕上。

5. 京都市左京直松ケ時内海町本通り 宅地128坪 目下畑、六昼の小墨あり、手入れすれば居住可能。

O  土地買い? こし

希望僚件。京都市大撃附近で鴨川べりの率、 約 1，000坪以上を要す. 仰心嘗りあらば斡旋願ひたし。

。就職、希望

新卒業生、経験者等履摩書預ちあれ御希望の方は御申越し願ひます。

O 求 婚

女子、 初婚二十五才。再婚死別三十三才子供な し、 共に身体健全、容姿勢週以上、身元確賞者あり特 lこ

斡旋 願いfこし。

以上御蓮絡 は本合事務局長へ御申越の事 本欄を充分御利用時、います。

社 固 法 人 日 本 建 築 協 合
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時 の 言 葉 所 謂 経 済 九 原 則 と 建 築 界

日本経沸の再建に闘する一連の諸原則には、その相互の関係に、或る種の混乱と分裂と

の存在することを否定することが出来ない。その結果、今日まで、金体的な線合的意聞は

腰昧にされ、個々の立場が制約 ι 調整とを無親して強調せられ勝であっ? こ。経・済復興と経

済民主化との相砲、闘民的要請と動勢の樺利に関する思想、との針立等は線でその一例 lこ外

ならない。

このような一般的祉舎献勢を背景として、昨年@ 暮、所謂九原則が生れに。マ元帥は、

日本政府に射するそ の指令のなかで 、われわれ日本人に、自由な祉曾に輿えられている自

由と特権との一部の一時的放棄を求め、日本人全体のにめにするこの政策 の賞施に、佃々

の立場からする反針や干渉は絶体に許きれないことを明かにすると共に、今度こそは是が

非でもやらせるという「押し」 の末きを 、はっきりとみせている。

斯〈て、廿四年度本珠算は、所謂ードツヂの線で編成せられ、軍一鵡替 ｖｾ トは、案外閣

安ではあっ? こが、議想外に早〈決定せられ? こ。その後にくるものとしては、 4 ンフ ν から

一時的デフレへの轄換、それによる安定恐慌の過程において、相嘗教の企業 の倒産、 従 っ

て失業者の激増は菟れ難いところうであろう。そこであらゆる企業は必然的に、そ の合理

化を要請せられる。建築界と難色、決してその例外をなすものではない。なぜなら、一般

的な景気勢動に、特に敏戚な建築業界が、復興を一時犠牲にしてし経済的な安定を知期

間に招来ぜんとするドツヂ氏の政策によって萎縮するであろうことは、何等疑問の余地の

ないところであるからである。ここに業界も一大試錬期に到達し、各業若手共続替の合理化

に専念せぎるを得ないこととなっ? こ。しかも、施工法における合甥. 性と艦、府性の接見と、

その遁切な賓施、材料勢務の科皐的管理、現場乃至は一般的管理費 の合理的節減等業界に

お付る合理化の余地は頗る多いといわねばならない。

政府は、均衡珠算、経済安定問題に追われ、ここ三ヶ月間というものは復興問題を棚上

げしてしまっ七。? ごが政府は、遠から今、再度復興計垂築の提示の必要に迫られるであろ

う。じかもそ の時期は、存外に早〈来るのではなし、かと思う。そしてそ の頃から、私的外

資導入 の時代がはじ去って、経済界もちょっと遠つに様相をていして〈るも の と思う。ぞ

こlこわが業界の希望が生 れる。道は頗る巌しい。 t:' が、こ の巌し さの彼方には洋々仁る活

路のあることを銘記すべきであろう。

2  



人 絹 文 化 協 曾

東商に細長い穀地。丙側一方道路。南向き事務

所主管理住宅とがこの課題でしに。

第二期工事のガレーヂへの通路。ポーチ句取扱

L、。

庭園と必然的に隔殿される煉瓦壁のボリユーム

のパランス。事務所らし〈ない事務所と去っ fこ所

をこの解答として見ましfこ。

二階合議室のデッキは木造建築に於げる皐なる

遊びでゐれば種キの疑問が含まれること認めさ' る

をf辱ません。

最近の現場として行届いに仕上は何より婚しい

事です。

自 由 日

西 側 立 面 園

3  
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人 絹 文 化 協 曾

所 在 地 大阪市東直南久太郎町2丁目 24番

罪史地面積

建築面積

2 3 4 .  5 坪

事務所 1 階 3 2 .  0 坪

2 階 2 2 . 9 坪

住 宅
1 5 .  0 坪

延 6 9 . 9 坪

外部仕上 外 壁 色モルタ J レ掻落シ

一部人法石洗出シ

屋 根 臼本瓦茶 4 寸勾配

主 要 室 内 部 仕 上 床 橋 フ ロ ー リング

設計施工

設計擦嘗

現場捻常

巾木 木 製 ペ ン キ 塗 リ

壁 モルタル組面仕上

71 ¥性ペンキ塗リ

天井 テ ッ ク ス オく性ペ

ンキ

株 式 合 祉 竹 中 工 務 庖

小 )11 1E 

佐 藤 寛 一

今 村 茂

南 側 立 面 薗
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務事場現動事多式

-'圃

Aι 組

( 倉庫、住他の用途にも使用出来ること。6  今まで新しい工事毎に現場事務所( 箱番〉を、

宅等に〉

以上の目的に出来る限り添う様に作り 賓際に使

用しで見ますと便利で好成績を得ましたので、大

して参考にもなりませんでしょうが、記載して見

ょうと存じます。そして、倫より以上の改良を加

えて下さって、仮設ヱ事費の節約に少しでも役立

これは新しいヱ

事: を請負ふし 『現場事務所ぐらいは・…・・』と雪

う考えで時折新しく建てる篤 fごと患、ひます。

しかし、これを組立式に、運搬容易に 、敷地現

場の欣況に感じて、融通性のある物を最初に 作っ

ておりば、仮設工事費の節約になると恩うのであ

設げてゐる様に見受けられます。

てば幸と存じます。

そこで

事正立分解の自由なること。

丈夫にして運鍛自由なること。

建設場所の紋況によれ出入口、窓の自由

ちます。

1  

2. 

1 . 卒 面

に出来ること。

織法簡易にして、パネルの種類を出来る眼

日

平面は梁間 2 聞とし、者7行は 2 間- 3 間 位・とす

る。 1 間ば 6・5 尺とし . t i 寄を入れ、ば3・15 x 6・

り少な〈すること。

材料を節約すること。且市場品を有効に使

4  

3尺の是を入れられる如〈する。柱は3寸角とす。

5. 

星童パネル ( 3. 0 x6. 2尺)

. * パネル ( 2. 13 x6. 35尺)

叉ハ ( 3. 2x6. 35尺)

(

W

}

(

F

)

 

でミE

⑧ 

@

一

うこと。

但 し 床 土 聞 の 揚 合 は 床 パ ネ ル 丸F

は不要とす。

ト6.51; いイ

F i /t / 述17平。 5
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2. 断 面 。 構 遁
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ム

令令 ｦｾ 杭大すわ ｪ広乏

校l まL ‘ Oリj ，0叫4 0巧ラ A厚宇とす幻aふ• 

05 

・1;; 入、 ) 0 10メ. 1ラ .10 )(.10 とする。

ａ 酬は左 ＲｾＣ 寸狩とお。Ｎ

Fi F3 

出入t7R官、 ll .自由l与

印酌、、ずれり均

ｦｾｬ Ｍ ｬ 波 ｈ 号ｾＮ

7!itf).' 、育P二料用入。
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ｮ ｾ パネル丸 ｙ は一部土間になし余り＿こるものは

!<'jg ・4 の如〈縫合に利用したり、 Fi g・5 の如〈現

場の補強金物、英他雑材の整理棚に利用します。

風の入らぬ絞パネルと、桂の取合せを良〈する震

には、 Fi g ・6 の如 t 細部に迄カn工をなせば、街完

去をなものになると恩ひます。叉現場の大きさによ

って2間 x 3聞を、 2間 x 2聞にも縮める事が出来る

し. 桁行を 3 間以上にも伸す事が出来ることは便

禾Ut: と盟、ひます。

Fi 't:Lf F i j '  5" F j'g  6  

3. パ 示 ル の 種 類 ( Fi gl 器照〉

， 

右足号 !b 午科 号事 :t.r¥ 教を 1支l 去す 者 ｾＱ ＩｊＮ［す

@  産I¥O:} I V 之5 三./tOdKκ../iJO  03 

ωI 屋根1¥0わレ( 毒) 12 ./0'1.，、15 ‘ G与
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11 

〈牧) 6  ゆ 11 

lli 零側' ゆレ 4  、15)(.30 . 03 

E  床 ｎＧｾｉｖ If ' J J¥ /2 J、/iOSXJ.t必:2通(a_、- .ot-

4 骨 組 の 種 類 ( Fi 凶器照〉

l言t 号 ｾ＠ 科 形跡よ 駄 を 崎明〉ホサ -J.:.サ

D， . 1. . 舎 = = : l  

4  ..30>ι3/) /0. 0  

D2  
11 11 
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/J 

iどI
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ー
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)(/ 幸ず .tfす
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N 2  奪 相す e  z  
IJ 

/ 27 

S  服! 必 • /9 /5・'x，30 i.z 
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イ?
-矛J 齢ー，

4  
。

時

一

抱

一

個

硝子は楼を多〈なし1尺角の尚子とし. 破損の場合に経済的に考える。
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6. 木 材 の 石 鑑 ( Fi g. l 参照)
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Aハ・3ル疫用崎会

ベテ計

主主問ノ 2 2 ) 場合

7. 屋 根 葺 材

屋根菜材はル ーフイング張り木摺押へ又は杉皮

菜、柿板葺: の軽量にして、直ちに解体出来得るも

のを葺きます。
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工 程 表 ε 進 捗 表 の 活 用 K つ い て

工期の短縮を圃ることを目的とし、技術・勢力

・方法を奉げて之を活用し、その能力を最大限に

蛮揮させるにめの現場業務管理方式については、

建築現場の生産増強施策の一環として、既に各方

面で研究されているところである。

工事計霊管理・工事管理・作業法管理・害事務管

理等キー蓮の科撃的立事業管哩に闘する資料につ

いて、今葱でーキ越べる時間的余裕を持Tこないの

で、現場業務の指導推進に闘する一般的のことは

次に掲げる現場査察表に止めて細却の説明を省略

し、今回は. 工程管理を主とし、ぞの中で工程表

工事進捗衰の改善と之が活用法について、筆者が

舎で使用していたもの、うちー集圏位宅の建設現

場の場合に例をとって述べること、する。

1) 現場査察表について( 飢表・抑表参照〉

この喪は現場業務管理全般に亘って指導推進の

? こめのものであるが、同時に現場従業者もこの喪

によって自己査察が行へるであらう。

2)  工程表についてく第3表多照〉

この表の狙いは、現場従業者が常に自主性をも

って、努務資材の計壷配置をなし、準捗を計霊と

合致5 せる 7こめに直接役立たせようとするにある

z r : 程表の右牟の部分は一般に見られる形式であ

るが、この部分のみであると、とか〈筆先の細工

がきいて、改療が1w; 計霊に行lまれ易い所から、世

間では之を余 b重現せられない傾があるようであ

る。そして工事に開係のない給のように煤ぽげて

事務所の一隅に掲げられている風景はよ〈見受け

られるところである。

一般に工程表は着工に先立って、諸種の事情を

10 

越 智 隆 晴

勘案して作製せられるが、本表の左宇都に見られ

るように、丘裳塑毘くヱ程表の右キから〉と盤Z

孟〈内詩書から〉が決って仕舞へば、決に一目，2 f '

主盈霊登Fに丘義章と丘茎基盤を記入する。克も工

量と員ｾは芳工時、竣功時と中間工程とではその

聞に差異のあることは認めるが、基準量が決れば

その聞の剣断はし易いことになる。

巳むを得ない事情の? こめに計霊を盤更する場合

も常にこの衰の左右を調整して、その基礎の上に

新? こな工程表'/J; 確立されるわげである。かくて計

聾と賓施 t ; 常に」致するように工程管理を行うの

である。

賓施の伴はない工程表を『給』に描いて、後日

督促を受けて又確信のない『給』に描き直すとい

う行方は揚築きるべきである。

( 集圏位宅の場合、出来高槻は戸政単位になって

いるが、皐ー工事の場合の皐位は% で喪はされ

る〉

3) 工 事 進 捗 表 に つ い て く 傍4表参照〉

本家- は大別して資材関係と努務開係〈職濯を含

む〉に別? これる。

資材関係については、単車歪量と搬入すべき量

と搬入され fこ景の僚が設げられ、多事務開係も同様

児童星空と主盟; 且敵等の欄を設げである。言十種寄に

属する分は工程表と内需害から導き出されるし、

資施に属する面は、資績を記入寸るので、之を計

霊と封照することによって一目して現在の准捗欣

況が誰にも立所に則るようになっている。この衰

の効果は、

第 1 計霊と賓施とのズレがあっ fこ場合に直ち

にｾＡ｝ること、従ってその針策を樹てる時期を逸し



ないで済むこと。

第 2 、現場従業者聞の進捗上の打合せがスム ー

ズに行へる。

第 3 、中間支梯の査定にも重要な資料となる。

等である。

筆者は長年 lご亙って建設の事務に携って、作J と

か〉云葉の上で督促するのを止めて、圃表にょっ

第 表( 第一面〉

園地番号急輸? ｴｾｊ 抽

ｊｾ 均金察報告
戸r n. tt x  sa;jo 

11. 'l¥. l' 4. え エ納

て自働的に之を行い得る方法はないものかと考え

抜い? こ結果、次のような表を作製して之を使用し

にのであるが、工事を順調にE つ国渦! こ途行す‘ る

上 lこ大いに役立つに。

以上、簡単な設明で要を重していないが、韻者

諸賢に於かれでも、更に良い案で笈施されている

こと、思う。御高教を賜はれば幸甚。

昭和 年 月 日 査 察

年 月 @ t青u I nm 件 費 均 主 持 品 。

ヰ
月 同

圃ll1

J t ' 争責容量判へも I 制 作 右 牧 同 | 民 み え れ 依 |骨骨員右 :J.. ・代理人 | 理. 喝吟賢官川弘

金 ｅ 門ｾ

イ主l ' e位置 ¥11 1各1' . l ! ｾ宇久Ｚ￮， ｻｕｾ＠ 1  h  -1t t li_'  ｦｩ ｴＡｴ内 ［ＭＱ 紘ｾ均年 以入丘u 品 本 亀 ) f A 噴t.'1 屯) ) $干..1e...:入}

11¥3也雪F内 問

民 砂 ! τｾ 十王寸言 ］γ 工 Ｍｺ 一て Ｍｹｺ 工 τ 寸 ｲ ..._.._ 

王寺庭砂州事亡コ巨コ巳コロコロコ巴コ- ;: 
晶，，，可1l 埜吃定 1 .j .更tJ 畠帝号ｦＮｾ 維持告と 3 世' t . O  '!l.. l :l. k

7司

配 置 圃 察内圏、記入欄

1) 本塗祭は目標を工期の短縮にi i : 垂建設の技術・努力・方法一切を摩げて之を活用しその能君事を最大限

に護衛させ r を目主きとし、別Be査務指導内容によ百現場に於ての献般の管理主立に選管方法の賞際を知 P

之を綜合的観点より合理化し、その建設飽き容の稽溢. 疹働力の維持i音獲を踊るため現揚に於て問主主のな

い懇談をとげ、以て協悶の ｪＡｈＺｾ 髭げ、阻碍イ際件の具体的打開に Ｓ をするものである。

2) 本査祭は現場業務主主行の妨げを顧慮し 、概: t 一旬二回貿施の程度とす る。

日) 本報告に Ｑ＾［ＩＺ 要すれば工程表第・工事進捗旬報ｾｬｫＮ仕様香等を添附のとと。

4)  現場に於ては本様式を現場管理に利用するとと。( 註) 現場査察指導内容は第二預〈裏面) に紀盟主す。

11 
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厚 型 レス -聞

4 章 外 観 及 び 試 験

7 保厚型スレートには甚忙しい反り、総裂及ぴ

有害事なヒズミ又はキズの 7よいZ容を必要とする。

8 保 曲 げ 試 験 試 験 片 は 気 乾 依 態 と し 、 平 瓦 全

形のま、を用ひ 4 固に示すような試験台の上に

試験片を銅製支持棒に平野着せしめ、スパンの中

央に支持俸に平行させて直径 30r om長さ約 6

o  Or omの銅製パ

イプをのせ、その

南端に2 f - 均に荷室

する。荷重の大い

きが 1 OOk gに 達

しでも破壊しない

ことを要する、荷

重中にはパイプ、

ローラー、ワイヤ

ー お よ び箱等の重

量を合算する。

判

｣￤ 主〉検査員の承認ｾ

をう η＿ と 揚合 はとｾ

の 僚 に 規 定 す る 試

険機によらず、他

の適官官な猷除被に

よ P 書家除するとと

が出来る。

9 僚 吸71 < 試験試験片は全形のま h を用ひ、こ

れをｾ祭乾燥器内に入れてその温度を約 ＱＱＰ

。c に保ち、一定重量になる迄乾燥し? こ後の重量

を耗燥時の重量とする。つぎにこれを水中に渡

し2 4 時間経過しに後取り出し手早〈各面を拭

さ取り直ちに符量し? こときの重量 を吸水時の重

ト 就 て ( 績 )

影
山
伊 彦井 多目

とし、つぎの式によって吸7J ¥寧を算定しに結

果が 1 0 %以下なることを要する。

吸水時の重量一乾燥時の箆: J 2 :

一一一ー一 x l OO=原水率( % )

乾燥時の重量

10傑 81条及び9 僚の試験は厚型スレ戸ト 2 0 0 0 *

まにはその端駄を一組として、各組よ b各試験

片毎に 3 笛の試験片を抜き取り行ふ。この場合

2 笛以上合格しfこときはこの組を合格とし、 3

箇とも不合格の ときはその紐を不合格とする、

また 2 箇b; 合格しないときはその組から更らに

2 箇の訟験片を抜 き取り再試験を行ふことが出

来る。この場合其の中の 1 箇でも合格しないと

きはその組は不合格とする。

11僚 試 験 は 注文着又は指定しに検査員の指定又

は承認があっ? こときは、その一部ま fごは全部を

省略する こと、が出来 る。

0 厚型スレートは建築物の直後表面に露出する

ものであるから. 7 僚の外視は最も必要な僚件

で又j都会中の破損、荷と後の雨もり等にも関係

する。即ち 2 僚- 4 僚の規定が忠笈・に行われて

いるかL 、ないかといふことになる。

試験方法は色# の方法があるが、 8 僚に規定す

る方法は合理的試験方法中最も簡寧な方法であ

って、ぜこでも簡単にできる。

荷重 1 0 0 kgは用途方面に於ても安全率を保持

す る も の で あ れ 又 2掌に示す調合と成型方法

によれば嘗然期待できる数値である。

現市販品について本僚に示す方法によって試験

しfこ結果は、概ね 1 0 0 kgを突破しに成績を得

ている。

吸水試験についτ は 1 1 OOc内外で一定震量に

なる迄の閉聞は約72時間内外で、浸水して充分
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吸水するまでの時闘は約 1 2 時間内外で ある 。

数 値 1 0 %は充分の鍛依である が大体 8 %以内

の場合が多 L、。

1  1僚の試料の取り方に付ては約 5 0坪分を一

組として草伎を定めである。

屋根材料として此の外に透7k試験、耐寒試験及

び衝撃試験等も必要に感す・るが、 特殊の場 合を

除き此の混定で充分である。

本規定の附則として 3 3  0  roro x  3  3  0  roro 4  

2 枚盤も此の規格に準するることになっているか

ら、 3 6 枚費者製品寸法 1尺 2寸角のものと 4 2

枚 盤 1尺角の二種が原型スレートの規格を遁用

されることになる。

以上本現格の忠貨なる変施により再建日本の建

設に建築の保全を完五、し、滋度の多い我閣の季

候に通しfこ衛生的で而も住み良い住宅、明朗な

る建遺物が完成せられるものであるから一般の

御協力を望む次第である。

4 厚型スレートの債格

厚型スレートの債格は現在公定償格により定め

られているが、製品の耐久力より比較すれば他の

屋根材料中最も廉債である 。

@ による材料依段

1  坪 3  6枚盤 |工場渡値段 |版j i ( 業者値段

ケ ラ パ 瓦 H  

巴 瓦 か

以 下 省 略

21. 00 23.  10 

40. 09 I  44. 10 

31. 50 I 34. 65 

ーコロτ I 46. 11 

出4 Z

上記値段に劉し荷造授の賞受又同一府! 際内の持

込破損ロスとして 1 0弱、他府蒋J ま1 5 %の加算

額に運賃の資突を加算することになって居るから

製造工場よ P 直接同一府E幕内持込飯賓の場合.

エ揚渡値段+ 1 0 %+荷造費+ 運賃となる。
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今②を基準として切棄の小住宅屋根の葺上依段

を算出すれば下記の様な見積猿算となる。

普通切妻小住宅 ( 2 戸建屋根面坪 2 8 坪〉

卒瓦 36枚 x @21. . 00 756. ω 

役瓦大体卒瓦の1 3 %x 差額÷ 屋根面w

( 所用車主131枚) x  ( 10. 50)  -;- ( 28坪) 49. 10 

葺手間瓦場費用を合む 7G. 00

協 加 算 額 τ慨お話雪ロスと 80. 51 

釘 代 i 枚2本坪80本 ( 141主17f " 釘) 6. 00 

語E笈を合まない 1坪の直段 !l s! . Gl  

之に運賃を加算するのであるが、現在のl陸選運賃

トラック 4 班積で 10粁が: z p 均スレート 1枚 lこ200固

位となるから、 1 坪 40放になる。舗道義詰主主其の他

小 運微を要する場合は荷造費を要 し、更に 運賃も

嵩むわりであるから運賃としての汲算が喰加する

が、大休京医紳附近では貨物自動車其他で直送す

る場合が多いから、荷進 bは殆んさ' 必要とせない。

棟瓦は上記小住宅の場合長さ 1320r oro となるから

40枚を要する 、棟伏工事は大体 1 聞がy 2 7 5. 00で

あるから、 6. 66. 6間 x 275. 00=1833周 15 となる。

椋伏工事代は業者の習慣として別に計算する こ

とになって居るが、之を屋根面坪に苦手l蛍る場合、

1833. 15 -7- 28=65. 47 となり、運賃を除いた見積額

961. 61+運賃80. 00+椋 伏65. 47を加算 G 1こ1107.

0. 8 が葺上依段となる。

上記は筒草な住宅の例を示した菟上値段の算 定

基準でゐるが、屋根の形紋の復雑しにもの或は寄

せ棟、谷等の切付を要する場合、草食皇室の雄易等に

依ち見積抜算に鐙更をカ日へる必要がある。而し乍

ら大休に於てこの見積基準は大きい盤化はな いの

であるから品質、製造元の信用等主針照して完全

なものを需めることが肝要である。

着色品に付いては現②では 5 0 %以内の加算額

を認められているが、着色原料は非常に騰貴して

いるので未行大量に製作されていない。 、葺 上 後 鍵

色し? こち色素が完全に使用されてい Tμ 、製品もあ

るから充分注意して使用する必要がある。



5 厚型スレート施工上の注意

厚型スレ ート の身地は 1 2mm以上の厚さを有

する松、杉 、又は縦板を用ひ凹凸のない様に. z p担

に張 り上げる 、野地板t ; 薄かったり隙があ勺? こ り

すると 、主fの通らないところが出来てスレ { ト の

配列が悪〈なっfこり雨もりの原因となることが

ある。

周囲の軒先五、ケ ラバ瓦等は窓会に釘打する必

要があるが、. z p凶瓦はお、王に喰ひ合ふ様になってい

るから風で飛んだりズル心配は絶望すにない。野地

が出来たら軒先に 瓦 接ユ ρ ＭＱ ｾＢ のものを 打ち付

付下茶を施工する。

下主主としては柿板茶、フヱ Pレト張 9 ，Jレーフヰ

ング張等が行われているが 、アスフアル トフェル

ト張りが最も ｾ ｜用ひられている。

厚型スレ { ト は正味縦横 1 尺の1働きであるが、

屋根面の大いきにより 幾分余分を見て割付ける 、

瓦創が端数になち字分に切断し? こスレートを要す

葺 方 の 一 例

る場合は釘穴がな〈なつt: 9葺上り が見悪かつTこ

り将来故障の原因に色な り勝だから . 割付けで加

減 して端数のものを使用せな い様に工夫する 。 又

野地板でも少 しの注意によりこの容は免れる 。軒

先、グラバ等はスレートを野地板より 2" - 3" 出

すのが通例であり之も瓦割の都合で設分加減出来

る 。 支始めは先づ左ケラバよち耳元付げ主 ｊ は Ｑ ｾ Ｂ

のものを 1枚 に 2 本以上を使用し縦横の綿を通り

良〈糞上る。

椋瓦の取付には始めｾ隙にセメン ト モルタルを

鋲充し、釘又は銅綿で間着安定するのであるが針

金のみで止めても良 い。

厚型スレ ート は瓦 の表面に鍛依- の溝があれこ

れが合理的に雨仕舞をしてお| フk される桜に考案さ

れているから如何なる豪雨にも漏水することがな

い、従って設勾配の屋根で‘ も安全性が多 い。又暴

風、地震に針 しで も安定でゐる 。火災の多レ我関

では屋根だりでも厚型スレ ート の桜な耐火性のも

のを符・築地域に使用 する のが焦眉の念、である。

厚型やよひスレート卒面画

釘 穴

釘

穴

厚 サ ー… 四 分 五 座

主主主誌ー… ・・八百五十 匁 内外

寸 法 …. . . 一尺一寸八分× ー 尺 二寸

再訪キ寸法・ ・ ー 尺 卒 方

E宜 ネ - … - 一 寸 八 分

( 筆者 ・大阪スレートエ業合町合長〉
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建 築 に 附 帯 す る 諸 設 備 座 談 曾

司 令 者 森 忠 一 氏。 ( 村野建築事E告訴設計技師〉

補 助 今 西 茂 雄氏( 株式合批あめ P か屋校計技師〉

浅海治平民( まま写主主雲)

河 原 勇氏{ 長腕無縁式合詰)

栗原信虎氏( 重原ヱ糊式合主)

中村政芳氏( 諸電器詩語表)

石河晃大郎氏( 盟章第星雲霞)

今西安兵衛兵( 雪商事守合依島

河 村
茂氏( 雲 J 音色事差)

祷 藤 光 夫 民 ( 弘 品 fLE)

城口亀吉島( 禁議事詩)

須賀豊治郎氏( 室賀工業徐式合霊)

堤 耕作氏( 詰問事官古紙霊)

件 秀雄氏( 著ZJEEEE) 

守安寅治時( 実際言霊式緯)

山 田 文次氏( 長岡工業総式合霊)

場 所 … … … 朝 日 ピ ル 内 本 曾 事 務 所

司曾者本日は皆様御多忙のところ御出席下さ

いまして有縫うごぎいます。貨は建築協舎の編集

委員舎の方で、建築設備の夫キ専門の方キからの

責際的な御意見を誌上を遁じ読者に御停へし? こい

のです。一休設備の事は昔から建築の附帯ヱ事と

言っており悲しfこが、鞍後他の穂てのものと同じ

様に附帯し? こものが猫立するという事が一般の傾

向でして、特に進駐軍 �ｾ 衆 Ｇ ましてからは設備工事

の重要性というものに就いて、資施される方は勿

論一般の人キ ・までも認識が深ま b まし? こことは営

然の事でありますが、誠に結構なこと、忍ひ l ます

では最初に皆様からおき〉し? こいのは、進駐軍: : r :

事ではぜういふような附帯設備を現にやって来ら

れたかという事についてであります。

( 電 気 の 部 〉

電気の方から申しますし部隊又は佐宅に針し

ぎ' ういう風に電気を使っているか、特に日本の我

キのやっているところと遣った点について、今迄

進駐軍関係の電気施設について豊富な御経験のあ

る浅海ーさん、栗原さんあたりからぜうぞ。
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栗原 私は進駐軍の住宅工事をやりまして第一

に感じにことは従来の日本の和風の建築なら大体

ノツプ仕事、碍子引きの工事をやっておってスイ

ッチのところぐらいパイプにするのが常識です

が、進駐軍では全然そういう事を認めない様でさを

部パイプで銀管の中でやってれという要求が非常

に多いのです。宅刀めそういう工事をやっておった

所を潰寺なんか後からさを部パイプに改修をしまし

? こ。従来もコンク P ート建のものはさを部パイプで

やっております砂れ共、それを木造の建物でもそ

ういう風にする。

それから非常に電気の冷磁庫とか電熱の、何と

言いますか電熱を扱うて厨房を電化してしまう。

従来日本人がやっておっ? こ様な小さいこキロ、三

キロ位なものでなしとても犬掛りに非常に主主漂

に電気を使うて厨房を電化するという事です。私

らも滋かされ? こ〈らいです。ぞれから一つの家庭

に大休3 0キロ位の音色軍機を上げるし、大きな家は

それ以上の艶軍機で電気を供給しないと屋内の厨

房に間に合わぬくらい、電気の容量を非常に整津



に使うという事を感じましに。

ぞれからもう一つ、電熱を非常に和風の建物に

拘ら令、昼の上で唐紙の郁屋でも非常に津山とっ

て、裸でおっても霊祭くない位で鰐かされまし? こ。

ぞれが震いろいろ電熱による、電気による火災で

な〈電熱による火災というものが非常に多い、現

によ〈あるという事ですが、電気による火災は起

ちません。電気の熱になっ? こものが唐紙に移つに

ちして火事になるのです。

住宅に封して私共感じ? こ事は、電気を津山使っ

て便利にやるもん ｴｾ なとレう位な感じです。日本

人の様に床の間を締麗に1する、床柱に金を入れ? こ

ちするよれ寧ろそういう電熱やその他の設備に

先づ金を入れる様な傾向があるという事です。

司曾者何か電気の容量を津山使う話を承りま

し? こが、節約する霜の工夫とかそういつに事につ

いて何か向うの方から注文とかいうものはありま

せ ん か ? 例えば電気を不要の時に消して置〈と

いう様な。私はフランスで見? こんですが必要な時

丈つけて置く様に、夜の十時以後は廊下で一番初

めに入口で押すとガラガラと昔がして三分間程つ

いているが、そこを歩〈と突官の謹でそれが泊え

る時分叉スイツチがあって又そこでともる、階段

を上ってゆ〈と叉押すとヨたがついて前のものは二

分以内に消えてゆし廊下で立話を十分、二十分

するとスイツチを二分にー遁位い押す、十分間に

五回押さなければならぬという風な非常に倹約す

る様な物を使っておりましたが. アメリカなんか

ぞういう必要はないかも知れませんが。

須賀 私は電気屋ではありませんが、電気節約

に一寸似Tこ様なものを J レール・スターン・ウエス

テイングハウスの仕事を見ました。熱源がストー

ヴの土にあって、ぞれがグツと下に降りる、鍋が

中に降りる、非常に電気が得? ごと雷っておりまし

に。熱の節約から来Tこのでせう。ストーグの熱源

は太いニクロム綿の小指程のやつがあって、鍋が

その穴の大きさにす・っと降 h込む様になっていて

鍋の登と同じレペルになるのですが、アメリカ本

闘ではこういう風に箇約しておるんですね。

栗 原 アメりカの機具は難しいですね。

中村 私が取付t 1 を輯まれずこ 110Vol t に自動装

置が色キあって、熱もオーフ・シの熱が起り切ると

勝手に電気が切れる、日本の電軍が90度か何度で

図っていましに。

( 管 工 事 の 部 )

司曾者次に進駐軍の管工事に特にお気付の点

暖房とか冷房とか換気、衛生、そう いつに方面に

ついてぜなにか一つお願いします。

提 私が極〈最近見て来? こんですが、呉から一

寸三田尻の方に廻って来ましに庭、メンテナンス

が疲れて一寸しに仕事をやっておりますが、現場

で見ると暖房ヱ事です、全然素人がやっているん

ですね。我キの様な長くやっている本官の管工事

屋がやっ? こらあんな物は作れない。初めから駄目

ｴｾ と思います。それで何年も暮して来 Ｗ こんですか

らね。向うは日本の技術が惑いというのはやらせ

に方が悪いので、日本の管工事屋なら技術があれ

;  ー ト ・ 大 卒 板 製 造 販 責 並 ニ 工事請賞

日本又しート轍議曹関大額五場

商工場

大阪市西淀川m; 千船来二丁目二三容地

電話淀川1 (47)  0888 ・1869 ・1!l 08番

大阪市西淀川直佃町二丁目一五回客地

電 鰭 淀 川 (47) 1 0 8 1 ・1 0 8 2呑
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程低下しにものではないと熱 キ感 じまし? こ。蹴茶

苦茶でやっ fこ所もよく解って お りますが、を然こ

れなら管工事屋ではない、 鍛 工場見? こいな者が大

きな工事 をやって納めて お る、 それを直しておち

ますが 、ぁ、いう物で 日本 の管工事業がアメリカ

よ り非常 に悪いな んか と思われますから 非常 に困

るのじゃな いか と、 ほんの最近感 じ?こ事で すが。

山田 私もそ う思 い ます 。 進駐軍がやら して令

る程度なら 向 うが進んでおると思いません。寧ろ

向うが原始的というか 、 そう い う事 に闘心を持っ

て無いとい うか 、費つ? こ写まもな い。 只温まればよ

い、通りさえすればよ い 主い 号様に息わ れ ますね

。只感心する庭は期限を喧まし〈いう事丈でせう

ね。( 英霊〉

つt 1 っ放 しですよ。暖房でもいようがいまいが、

叉ポイラ ｆ なんかも、ｾカが上らうがやちつ放し

という庭があるんじゃないですかね。ですからラ

クヱーターなんか壊す事が酷い、パルプなんか足

で蹴つ? こり腰かけたり無茶苦茶しているんです

よ。アメリカ本因では非常に準んでいるが、此方

え来てる建中ではもう一つ感心しませんね。

望号藤 日本の管工事屋の技術で、手先でやる事

はアメりヵとさ lまさ' 劣らぬ主いうこ主は言えるが

終戦後は特にそうですが、機具の面では悪かつTこ

ですね。終殺後には仕事をするという よ ちも、先

す・信頼出来る機具を探すと いう 方が重要な問題で

. 逐芸大よ〈なってb りますが、我キ管工事業者 とし

て反省しなげればならぬ事、叉考えなければなら

ぬ事は機具を改善すると い う事で、職宰前にはア

メリカの物が ドンドン入って来ると、ぞれに刺戟

されてある程度までい、機具が出来て沿っfこが 、

鞍宰で非常に技術が低下 し? このと、何でも間に合

い き八すればよいという事でやっfこ開係上、 F佐今

非常に組雑なものが出る。メンテナンスの工事も

殆さ' 機具合Z惑いとい うzy.: t ; 、仕事が惑いと い う事

よりも多かつTこ様です 。

須賀 日本政府の方針もそうで あっ? こらしい。

終戦の年、九月中旬土建屋 、管工事星さんが外務

2 0  

省か ら呼ばれて受入休勢をぜうするか、 質は建築

という事は考 えておっTこから家を建てる硝子、左

官、家具その程度は考えてい? こη れぜも、 管工事

という 事は さを係考 えてお、らなかっfこ。こういう 大

きな 庶庖がある ので責は 困っているんです。

それと 重工方面の工場が念速に轄 換 されて、 給

水栓 とか一一。

宮 藤 格好丈作つ? このが大分あつに。

須賀 この雰が大いに ある。政府が管工方面の

メ F カー を育成すれば よかっ?こん亡が。

野藤 そういう 阪がなかっ? こ んでし ょう 。

提 昨日 こういう 事を聞い?こんですが、本官

かさ' うか知らんが . アメリカ人は非常に給水に腫

紫を使います。それが震にガス管が腐って誘導ヱ

事の方でも非常に多〈使って、ピッチングスとパ

イプとまるで見えな〈なる程詰っている。こうい

う事は余程考えて貰わねと、あ〉騒索を使われ? こ

ら給水工事は困るん? ごからということを職工から

聞きましに。

2苦藤 あれですね。アメリカであれ程探索を使

つ? こらトラブルが起る Tごろうが、要するに日本の

水を信用しないから、アメリヵ の野毅の複素量を

プチ込んでいる需ですね。

f学 連も E経素を入れる事は喧ましかっ? こ厳で

すね 。進駐軍の方に公衆衛生の部門があるが、給

水道の話、毒 とか、駁素を入れる事を とても喧まし

く申しま して 、是以上入れなげればならぬ。それ

ぞれの残留暖棄がなげれば大農なあ、目玉を頂癒す

る、自燃珪留隠素t ; 多いから唯今の鍛管を腐蝕さ

せTこちするんですね。

司 曾 者 結局向うの生活よりも、野鞍の軍殴式

の規則遁ちにやってる事が多分にあるんでせうね

1* 私は設計の面ですが 、進駐軍の建物の計

餐では 、例の排水を合流式にしております。それ

で東京方面の代 f々 木とかなんかはその合流式でも

って虎斑糟を作って浮化民主連しています。 E患が大

阪の方は合流に作れば走大なものになる。健所排

水 、 厨房排水その他の排水 を 皆集めてｾ理すると



いう事は、アメリカとしては嘗然の計撃ですが.

唯今潰寺の様な庭では合流しfこのを杢音s底理すれ

ば芝大な物になるので、従前やっておっ? こ様に便

所と厨房排水を別個にすると 言 う建前にしました

刀根山も合流にした筈ですが、大医方面で合流に

し? こ所は索、ら〈 無いと 思います。

是は今迄は浮化装置で便所排水t: t1髭理すると

いう建前でやっfこんですが、ぞれを唯今ゐ話する

合流にする様な計望書になったのを、分流に直さね

ばならぬという事になっ? このです。ですから日本

色早〈合流式に、 f この分も 島理出来る様な献態

にならなりればならぬと‘ 思います 。犬医の中央官官

は皆その鐙放流されるんですから合流式でゆ〈の

ですが、単調に合流式をやろうとすれば、えさ大な

物を作らなげればならぬのです。その点確にある

んじゃないかと思います。

司 書 者 郊 外 の 進 駐軍の住宅は一戸一戸につい

て得化挟置があるのですか ?

f学 纏め てやっておるんです。あるプロック

ブロックに得化槽をやりましたが、只大限方面の

は侭所排水だりについて伊化装置を作り tまし? こ。

底 t ; 東京の代キ木なぜはさを都合流式にして、厨房

もイ廻所も埋めて非常に大規模な庭理槽を作ーってや

ってゐ ります。それですとあちらから計霊しTこ設

計その健ゆ〈課です。蹟寺のは合流式に直して庭

理槽を作ってb ります。

( 暖房・冷房の部〉

司 曾 者 暖房は全部電祭でやっているのですか

? 、住宅なんかの場合ですね、電気でな〈て直接

または開援の暖房をやってお、られるのですか?

守安さんあにちなんか?

守 安 暖 房 は 住 宅 に 限 り 相 官 部 分 電 気 暖房 をや

ってゐるが、事務所とか向うの将校のホテルとか

一般の者の入る断腸とか、そういうものは直接暖

房又は間接暖房 をやって. : b' 9 ます。 暖E専の話 t ; 出

まし? こが向うでは、本で韻んてんですが、人間の

住む所にはさ' んな月I f でも暖房をしてなりればなら

ぬという意見らしい。随分立波な暖房が出来てい

る様ですが、内地へ衆? こ進駐軍もその点は徹底的

に強調して、恐ら〈准駐軍の家後t ; {さんでいる所

で暖房 ｴＺ ｴＱは ＱｐＮｾ いところはないと思います。最近

になって色キ進駐軍から折衝があって、ま t: 少し

許 bやってない所があるということを聞きまして

調べ? こら、モ F グープー ルの様なところに若干兵

がわる。そこにやってないからそこをこれからや

れというのですから、大体人の居る所には必す・暖

房はやってある t いう紋態です。

冷房装置の話は出な い様ですが、冷房の事で気

の付い? こ事を申 しますと. 進駐軍j J ; 最初に来?二時

やはり冷房に謝 しでも相官准んでいるら し し 自

分等の居る所・は全部冷房もやるんにと いう 話t: つ

に様ですが部屋の点、納期の点、日本の資材、人

員という様な事から 、連も出衆ないという事が解

って、さ' ういうHUよ順序にやってゆこうかという

事が問題になっ予こが 、落付〈ところは結局アメリ

カのデモクラシーというのでせうか、我今j J ; 考え

れば、例えば大阪なら新大阪ホテルの様なゼネラ
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: 月三十日限! J ' N. i 組退軍土致しまし

: 売 の で 今 後官 級 との関係は一切

あ P ません。叉大例建材株式合

。艇なる名手停を以て管業して居る

。 との風評ですが 之 又 省 大 仰 組 と

は 何 等 の 関 係、もあ F ませ ん事を

御諒承願ひます
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ルなんかの援な庭からやられると，恩うとを然反封

で、ます一番人の入っている、一般の人が恩恵を

うける稼な践をやる。民先に北野劇場が出来上つ

? こ。その次 l!>百貨居に目をつける、大医の P 玄も

冷凍機を持込んでやる許ちになったが中止になり

紳戸の P Xは完量産しております。

その次に今度は事務所の様なものが完成されま

す。ホテルはあと、ヱ事はやる事はやっ? こが使わ

すに終って b りますく去年は少し使つ? こかも知れ

ませんが〉。そういう風で冷房、暖房は人の居る底

にはさを部やるものという事に決定している課です

司曾者肢房について伊丹の老大な所に、赫キ

Tこる御成績を奉げられに域ロさんの大規模な暖房

の，御体験の話をお願いします。

域ロ 伊丹のセントラルヒ戸ターですが、ーケ

所で兵舎、劇場、 P 玄全部をやっているんです。

初めはランカシヤボイラーかなんか使う筈でした

が、これを討聾し? こ底t >マリンポイラ F を使えと

いうので、念に鐙えであれで可成大きな兵合全部

をやってを b ます。

只先程お話を承? っTこ様に扱いが非常に惑いので

例えばパルプなんか勝手にやる、熱な人か我キ t >

行つでも纏えられない様な熱をやらなければなら

ぬ、入れば殆'ざ裸でいる、この寒いのにシャツ一

枚位でやっているんですから、可なりなヒーチン

グ、熱を遥らなげればなりません。で蹟い聞です

から工事中かなり苦第しまし? こが、幸い全部廻っ

てかりますが、扱いが悪いのでボイラーマンも非

常に音。しんでいる犠です。笠夜? こかねばならんで

すから. そんな様な肱態であります。幸いにして

大後喜びまして、完をにいってる様でゐります。

関商ではあ〉いう風にーケ所に櫨めている彪大な

工事をやっf このは、あそこが一番大きいのではな

いかと考えております。

司曾者逮築面積はご' のくらも、ですか?

城ロ ぜの〈らいになりますか、飛行場も入っ

ているから。

司曾者距離からいって中央から末端までぜの
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〈らい。一番長いところは?

城ロ 十町はあちますね。

司 曾 者 最 近 協 舎 の 方 で 、日本の者11市でピルも

やはちセントラ Jレヒータ戸をやっ? こらどうかとい

う事を聞いTこ事がありますが、。j かそういう事に

ついて、最近そういう風な話があるのでせうか?

披口 現在伊丹φ基地位の程度でーケ所でやら 白

れるという事になれば、都市なんかのセントラル

ヒF グーは簡単ではないかと老えます。今、守安

さんのお話の様に f んな小さい兵合でも必す・暖房

をやって貰わないと承知しない需ですから、そう

いう物全際用し? こセントラルヒ戸テイングにする

という事は、将来益キ琵遣するのではないか・と考

えます。出来ない事はないと思います。

中村大休日本のこの謹の建物であれば隙聞が

多い。従って部屋の温度を上げるという事は大盤

難しい事になります。洋館ならば戸締りもピツグ

P出来るし、風の締りもよ〈出来るから温度を上

げる事は出来ますが、日本建のものならさ' こから

か風が入って部屋の温度を上げる事はなかなか。

蔚藤暖房なんかやっている者の立場から言え

ば、ー番初めに話が出 fこが、建築の装飾的方面に

金をかけるよりは寧ろ暖房というか、熱効率、そ

ういう方面に考えを致されて設計され、施工され

るならば大袋結構ではないかと思います。是は樺

Il J の建物が暖房をやればよ〈解る事ですが、同じ

構澄の建物でも非常に設計は親切に出来ているが

設計の過ちに計算しても、非程お話の様に窓の隙

聞というものがあるおに、ぜうも温度が上らない

という事がありまして燃料が非常に不足している

現在からいつでも、建物の接続的方面よりは寧ろ

構法的方面、壁を厚〈するとか壁の中ロエヤ戸ス

ベースを設げるとかいう犠な方面に向って注意し

て頂けば、日本はさほぜ温度が低〈ないんですか

ら、一方に大きな熱を逃がして乏しい石茨をぜん

ぜん? こいで温めるという事は乞うかと思います o

(ζ れからの日みの家)



司 曾 者 婿 藤 さ ん の b っしゃるところも御尤で

建築設計は確に同感です。と言うのは私共T; 各 地

で生活して衆? こ所ーと比較検討すると、日本は一番

寒い関t:: という感じがするというのは、作J が寒L、

かと言えば外気でなく、室内気候というか、在来

の日本の建物マは室内気候は一番低いと思います

ぞれが詮擦に鴻・洲とか樺太から北海道の方にゆ〈

色、却って冬を主として作っているから温かい。

すっと南にゆくと年中常夏左いう具合で世界中一

番室内気候の寒いのは日本丈です。日本の建物は

亙を本位にして重量て〉いる、是 ￞［ｾ 、〉んだといっ

て昔風にやっている〈私が寒がりか知れませんが

〉、今後は寧ろ4与を温か〈するという様な方面に

建物をもってゆかな η れば、何時迄も最も寒い室

内気候に訟つては、ｾの生活が萎縮して活動がで

きぬのみならす、非常に非能率的なものになって

具合が悪い。ぞれに無理して暖房をしようとすれ

ばヒーターロスがあって日本式な建物ではいくら

? こいても駄目 t:T; 、} 若し多を主として考えて遺て

れば少しTこげば相官温か〈なると思います。

蕗 薦 問 じ 事 は 夏 で も 言 えると思います。例え .

ばいつも，思う事ですが、日本銀行に入ると夏でも

ヒヤっとする。

司 曾 者 そうです。多温か〈するという事は、

夏暑〈なると言う事にはならぬと思います。寧ろ

反封である。私はよ〈経験しまし? こが、南方で日

本式の家を作ると涼しいからい〉と思うが、是は

却って逝で、連ち暑〈て反射なんか入って居士、

斬新快遁な・

まらない。$ ろ併印窪りでも、煉瓦のカツチリし

? こ物にすれば却って関口部の少い室の方が涼し〈

て非常にい〉んですから、確に多を主としてやる

事は夏暑いという事にはならない。

( 能率第一主義〉

城ロ 今の話は気温の問題ですが一番今度感じ

? こ事は、一般住宅にしても、兵舎にしても便利第

ーという風に、自分の自由に便利に使えるという

事を主眼にしております。水道の数とか便所、パ

スなんかでもぜんｾＮんつげております。ぜうした

ら一審便利かという事を主眼にしておるという容

を熱キ感じます。水道のバイプなんか少し出が惑

いと承知しない。相官太〈やって心持よ〈出る様

にしなければ承知しません。そういう意味で建物

の恰好ょ b も寧ろ内部の設備を主眼にして生活し

ておるのではないかとつ〈づ〈感じました。極端

な例ですけれ乞、あるーケ所に炊事場を作った。

ところがそこの細君ですかマダムが来て、是はい

かん、直せといって乞うじても聞かない、主人が

それでよいと思つでもその夫人がこうしなりれば

ならぬと 言 えば、その方T; 便利と言えばそれに必

す鍵えてしまう。ぞれはイ中身主婦の権利というか

日常使う人の便利にするという事に謝しては、櫨

戚もあればそれを第ーとしてお、る。主人も服従す

るという事をつくづ〈感じます。

蔚 藤 確 に そ う で す よ 。 私 感 じ Tこ還まなんですが

シヤヲーの高さをさ' う決めるべきかという問題が

一一一一一. . . . - _ . . …一一一一
一一一 一

設 計 を 擁 ヱ

大阪府軍司嘗ての建設院費

i  材にてお引受げ致します

大撃を御得策で御座ゐます

Ｍｾ却ー報次第係員参土ー
.u._. oa_・___...oa司，・・・・・m・・・ー・ 4・ーーー ・oa..___・・・・ ・・・・・・

索 晴 ら し い ダ ザ イ y と優秀な技術によ

P住宅・庖舗の新築・改築・修繕・在主計

施工を承 F ます。 五階… 建築格段府 縄訪今哲
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起つ? こ。そうすると奥さんが尺を持って来てこの

位 置にせよといって寸法を奥える、自分の高きを

知っている詩です。

浅 海 そういう場合日本の住宅? ごしさ' っちの

言いなさる方にするが好いかと迷う場合がある。

城口 ぞれから兵舎でも普通住宅でも、私さ' も

考える以上に便所の数が非常に多いと思います 。

兵舎のシヤワ戸の散な芭' も多い事悪事しいです。あ

の締麗な建物の好い蕗ヘパスをつ( 1 1こり、一番好

い室に便所をさＧん Ｕ んつける。、その政 ｢ｾｾ 多〈て勿

休ない様に思う。全〈想、像もつかなかっ? こですよ

河 原 便 利 と い う 事 。 オ 戸 ト マ テ ィ ッ ク な 便 利

さをアメリヵ・は喜び ますね。日本ではオートマテ

ィックの恰好丈は民似をし易いんですけれぜも、

暖房にしても水道にしても電気にしても恰好丈で

すぐ痛んでしまって、結局使い物にならぬ。そこ

で日本の我# の常識として、オートマティックは

ゴチヤゴチ令しておる、痛み易いから結局使わぬ

方がよいという事になり易いが、向うのオ戸トマ

ティックはそれがあるとイ更利で却って痛まねとい

う、そういう考えを持っていると思います。それ

は非常に研究してゆかねばならぬ事と思います。

暖房に しても節約について. オートマティック が

非常に問題になると思います。非常に離しい問題

てろうが考えなければならぬ点と思います。

( 管工事を主とする平面計審)

今 西 建築よりも設備の方に重点を置い fこ設計

の根本方針を、最初に設備に置い? こという私は体

験をし? こんですが。先す兵合の便所をつげる設計

をしろと言うのです。我キ今迄の経験では卒面圃

を奥えられてそれに従ってやるのですが 、何も 無

いところに設計しろと言うので、現場の建築の主

任も間誤ついて協議しにのですが、平面圃も無い

の1: がぎうしTこらい、かとウロウロしTこ諜です。

ところが結局主T前の好きな様に設計しろと言う事

を言われにので踏い 7こ需でーすが、設備を先にやる

の? ごと言う事を今まで聞いてはおPつ? こが、建築の
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2 j ! 面園も出来ていないのに、見積って設備しろと

言われ? このには蹄かされまし7こ。コンパインド・

システムと言う考えでやっているんですが、廊下

とか間穀なぜ、それから建築の万で考えられたの

です。この点進駐軍が来られて我キ建築の附帯設

備の地位が非常に基準t >培して来7こ事をと現買に知

って、非常に嬉し〈思つ? こ語です。

司曾者 そういう風にある意味では向うの建築

のプランをやる時の考え方が、この部室にピアノ

を置〈、ソファを置しアームチエヤを置〈なさ

という事によって、その客聞の形/ ) > 決って来ると

いうゆき方ですね。

須 賀 中味から考えるのですね。

司曾者 そうです。それで私建はその部屋のプ

ランを立てる時は家具を考える、椅子を此露にこ

う置〈とこういう坐り方をするから、此民主の場所

はこうしなげればならぬという事で考えてゆ〈の

ですが、在来の日本式の建物の考え方はそうでな

く、六昼、八昼と昼の自に付書いて、そこのテー

プルの位置は書いてない。日本ではテープ J レを l置

く場合もあれば、他の道具を置〈場合もあり、稲

圏を敷〈場合もあれそこで車庫になる場合もあ

る。こう鐙りますから日本の: z p : 面園は部屋丈しか

ありません。形の方 t >先に決って後で内容物を決

める。外閣は反封fごと思います。そういう具合に

しないといけないらしいですね。

( 今後の管工事業者の立場〉

今 西 設 計圃の話ですが、相嘗の建築が之から

出来ますが、附帯の管工事屋と建築の進捗との出

合関係に於いて非常にトラブルが起る。そういう

場合、双方の施工面にお、いて附帯設備を重視して

頂きにい。取付のインストレーシヨン迄が我キの

方は大事ですから一一施工々程に於いて協力願い

にい。我キ水道、衛生を邪魔物にしてやられると

結局施工地面の漏水とか言う様な事になるので、

此の点監督者として、綜合業者という意味から附

帯を重脱して貰わねばならぬかと思います。



の範じゃないでせうか? 例えば最近一寸よく出て

おりますけれ共、暖房なら熱煤と青いまり 2、今

後は低歴の高温の作J かそこに冷煤がないかという

事を、研究しなりればならぬという話が出ており

ますが、そういう基本的な研究は機械科の方に入

ちはしませんか?

そういう研究は特殊の入 、三十 人のうち守 安

守 安 建築屋きんに技術の向上という謬校の話

が出、少し私感じ? こことですが、京都大撃で俊冷

房の講主主力: 必須科目になっているのが機械科丈な

んです、建築士木は選捧科目になっております。

ぞれで従来は機械科の者が必須でやってお、つ? こん

ですりれ共、最近になりましてよい傾向と思いま

すが、機械科出身者が援房を訟や b になる者は千

人に一人しかおらねという意味かぎうか、講義の 一人か二人で、大接院にでも残って研究するとか

すればよいので、機械科全部にというのは不合理

じゃないかと思う。機械の方も選様科にして、建

築の方こそ必須科目にして誰も舘いてお〈という

事にせなければならぬのではないかと思います。

堤 衛生工事もありますか?

璃つ絞りが悪〈成績も惑い、選捧科目の建築屋さ

んが出席されて試験があっても非常に成績が好い

非常に結構と思っております。進駐軍が来ても附

帯設備がよ〈認識せられにという事をよ〈言うて

おりますが. そういう虎にも恐ら〈現われたんて

ゐちません。

建築科か何かに?

百 こにもありません。めれは大事で数え

る事ではない. ポンプなんか大事に向かないとい

う古い顕ですね。

村

安

中

援

守

早稲田ではすっとやってお、るんにが。

ぞれも必須宇ト目ではないらし L 、。

口

村

口

披

中

城

京都のは只一つの謬科ですが、競前とかは恐ら〈

それは一つの教室と言いますか、機械科とか建築

科とかいう様なものに封得する様なものが出来る

のだろうと思いますが、ぞう Tよれば非常に結構と

思 います。従来兎角 乞うも厄介者扱いされておっ

? こ附帯設備が、最近若い人の聞でぽつぽつ研究さ

れているという事は確- に私は認識しております、

ろうと思っておちます。

何かセオリー開けて講義している筈- なん

必須科目にしなければ L、かんですね。

マすがね。

村

田

河

中

山

石

結織と思います。建築屋さんこそ如何に建物を建

てようとも附帯設備は附き物ですから 、一人か二

人件. しか出ない機棋科に必須科目としているのは

何といっても解せない。 脅からの習慣からであら

鍛骨は一一 。

設備丈の部分を三つに分りて意匠の方は

紺を重苦〈方、構t室、計算の方は絡を笛〈のは下手

t: から鍛骨計算とかに廻る、設備の分は事蝕でも

なく意匠でもない設備専科にして之が専門になっ

てやって・おちます。去る昭和五年から分れてやっ

黙し設備、暖房、水道、衛生を笈際に施

工するというか、設備するのは建築屋さんに必要

ぞれに封する本官の研究は機械屋

うが。

中村

かもす' 1"1れぬが、

殿空手、中講義1 ; ; 止んでおっfこが、戦争悠了

後又復活して建築の生徒が二十名許りおるの 't ; 全

部聴きに来る。非常に成績がい〉です。機械科の

ております。

守安家のクリーエング

ヲ台古書i<}置が新築問機 と な る 美 繁 ヱ 事

ヲ骨新築家屋にお手入のいらぬ美紫工 事 請 負

安石・ 9 イ ル 洗 芸 評 工 事

やつは金きs旅ません、試験t: 1rj 受りているが非常

に成績が悪い。

頚 賀 機 械 科 の 技 術 者 が 必 要 と 思 う ん で す が ?

守 安

所

当型E

芳ミ=ヱ

=f=<'  

煎 i

美

初、式

合量士

そういう人は僅か? ごから寧ろ必須科目に

しでも一年に二、三名ですから、 大事院で 3 も研
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覚してもらって、建築屋さんの方は全員やって頂

きにい。両方i必須にするか、必須と濯揮を直して

I頁〈かして貰いたいと思います。

〈日本の一般民需のE見獄資本・債格〉

司舎者先程からの準駐軍の話ですが、日本の

何と言いますか、教育方面をさ' うしなりれば'なら

ぬか、将旅に針する希望について色# 御意見があ

ちまし7こが、時間の都合もありますので現在ので

すね、白木人の作り、日本 人の件: t J 建物におげる

電然あるいは、その他衛生工事等の資材街、償格

工賃から官際方面の許可とかそういつにもの、し

? こ〈も許可されないとか、斡入資材の割首が少い

から現献において はこんな程度しか出来ぬという

様な、多少前の話と裂って釘乏臭い話ですが 、 そ

の点御意見を承 h?こいと患います。

電気の方からでもご' ちらからでも結iおですが、

白木の現在建ちつ〉ある家の、将来は別にして、

ー降 、現紋から 一一。ｾ壁、木迭建築に 暖房 しよう

と思うが施樹駄目ですか、ー評簡単な方法で供置

出来ませんか?

栗原電気暖房は危いですね。

司 曾 者 準駐軍は日本家屋のヒ { テ ング・ロス

をさ' ういう風に1iW決しますか?

栗 原 浪費 していますね。

守 安 暖房で な〈てもストーヴで .ft o ' のじゃな

ーいで寸か?

須 賀 浪授ですね、あれば。

守 安 日本家屋の暖房はあ、 L 、う風』こ浪容をして

はいかんが、あれがー若手い h のじゃないですか、

そういうようになって採るんじゃないですか、釜

官ちは。

栗 原 民間住宅の場合は府、市でやっているよ

うな場合、ボイラーをーケ所に置いてすっとパイ

プでスチ戸ムを過すことは出来ます。

驚蕗 そういう事になれば熱が来るまでに大分

失われます。我々の方でパネル・ヒーテイングを

やちますが、電気で簡単に出来ませんか? 例えば

2 6  

アメリカなんかでやっているが、 電気康有j 園とい

つf こi様な方法で。

中村 監の 中にはt ! : > こんでやっております。

祷 藤 パイプを百| いてやる暖房はな〈なるんじ

ゃないかと思いますね。電気に鑓ると思いま寸。

淫j毎: 援1 ) 1こいのですが。( 笑主主〉

披ロ 日本家屋にはストーヴが一番ぃ、でせう

ストーヴ? ごと熱源が一番簡単な方法で解決するか

ら。

粛藤 スイツチ一つ入れると、天井から光線 と

熱が一緒に出て世s竪が溜もるというのがゐつにで

すね。

須 賀 持派はそういうものに控ると思いまタ。

部屋全休を温めす¥墜とかなんとかの函を温める

んです。; 柊衆熱源はそういう風になって探る、 7C

らくパイプの時代は短いと思いま寸。

中村・私は太陽熱を利用するやつをー( 笑叡〉

須 賀 今 の ま 〉 で は 一 一 。

司曾者地熱の問題もあるんでせう。

守 安 ゐる程度利用しにものは出来ます。京都

電燈で地熱を利用して冷凍機を使ってボイラーの

代りに使っています。

今 西 北 海 道 で 、 部屋の真中に Nミを二震に張っ

て、その民中に作ってやって、袋暖計を全部キチ

ツと計つ7こ例が出ておりますが、北' 1 ( 1 ，遣で一ヶ月

普通の家でストーヴを? こ〈と二トン要るところを

これでやればー冬一トンで寸なという記鍬が出て

おります。 1: から日本の家屋におーいても非常に余

地があるという論文がありましに。

河村 フアネスヒーテイングの案もブてきな室で

は出来ませんね。

滞 藤 ぞ う で す よ 。

司 曾 者 資 材 な ぎが兎角高〈て図るがこういう

資材は現在、物恒指数に比べて安〈つ〈というよ

うな、笈際問問について一一。

暖房をしてくれとよ〈いわれて困るんですが、

さ' れ程の珠算を先方へいう? こらい h もんでせうか

? 、時 今賀漆な注文があるんですが 、結局燃料は ー



パネルヒ ーテイング五% 、〉詩でせうが、二、三 十

度〈らいですか 、部屋を温めるのは?

頚 賀 ちょっと無理ですね。

守 安 百 五 、 六 十 度 と い う と こ ろ 1: 11;ε うです

かね。

驚藤七、八十度ですね。大体パネルヒ戸テイ

ングの簡単なボイラーを考へて最も安〈っし一

回1: t 1 暖房するという方法で大休坪雷り七千五百

聞伎ですか、暖房は坪が大きなほぜ安〈つきます。

普通暖房にしてボイラーから何から入れて設備費

が一高一千闘位J香りますからね。

司曾者最近十五坪件宅あ? こりでも 7k洗の揮化

槽をしたいという希望があるんですが 、 その時五

人家族と仮定すれば最少股窓化槽の愛用というも

のはさ' の位ですか? 、コンクリ 戸 トの伊化階 、大

きさによっていろいろ煉瓦積、中の装置そういっ

穴ものについて考えることもありませうが。

堤 十寓園〈らいですか?

石河 十禽固ではき 3 ません。捌水ポンプなん

かつりますと相嘗か〉って来ます。

驚藤少し安〈せないと設備しません。

3Ji 賀 芸評化槽のもう少し簡便な方法は一- 1

f学 今やっとるんです。

薪 藤 浮イじ中古をやらすに郊外の果樹園な !Lか 利

用して 、 その下に伏流さして浸透させるという方

法にすれば、 外閣で はやっているがこういうもの

は白木では衛生的にぜうですか?

f学 アメリカ人は生野菜を食うからいかんとい

うんですよ 、野菜の肥料にするからいかんという

のです。アメリカでもイルグーシヨンといってや

っているが野菜にか η るなら惑いが。

司曾 者 一メ ー トルfをなところを散布苫せるん

ですね。

驚 藤 非常に吸込が い 〉場合はね。

f学 賢験を紳奈川局でやりまし? こよ。

薪 藤 賢は自分でやっているんですが . 今 の 規

則からいうては い かんのですが 、 イｾ利なところか

らやって い るんです。十っと井戸の淫〈の方向に

もっていって肋骨のようにして。

司曾 者 イギリスあ fこりでやっているようです

一人官り何フィ ー ト、百人なら何フィ ート の肋 骨

に作ればい冶というのがあります。

蔚 藤 白木でも許してもらえれば一一 。

f宇 榊奈川でやりまし? こがご' うしてもいかんと

いう のです。

司 曾 者 そうしなげれば7)¥枕式にしろといって

も離しいでゼう。ー需最 少限でも世界的に一番高

いんじゃないですか? 、

策藤非常にい〉と忠、いますね。競合あたりへ

運動して何メートル離れ〉ば差文へないと い う風

に、普及という点からいつでも。

司曾者大いに今後その方面に努力しませう 。

粛藤資材のｾＺで話がありまし＿こが 、 建築にあ

っては配給資材 ;二、電気の電線の配給はあります

が、管工事のパイプは一つも配給にならな L 、。

須賀 今一生懸命やちつ〉あるのですけれだ'。

伴 湾化村! の資材を申請しますし是は厚生省

の制賞受材で非常に微キ? こるものです 、イ中々 申請

しでも討= 可にならない。今一番闘っているのは、

7ごから浮化械の資材です。そうすると自然手持 資

材でやるという建前で許可を受りておちます。

R:;河 それが建築の場合にやらねばならぬの に

後で決つにら駄目になる。

f字 アメリカでは設備の許可がな い ものは建

築を llfi さないという事になっている様ですが 、 日

本でもそうならないと いかん。建築の許可がな付

れば設備の許可がないというのはアメりカと逆な

んです。早〈そういう風にならなげればいかんと

思います。

司曾 者 設 備 を 抜 い て 二 軒 作 る よ れ 設 備 資材

を一軒に集中しTこ方がよいと い う考え方ですね。

f半 白木人的な考えで便所の扉に楠の一枚板を

使ってやっておるんですからね。

石河 床粧を眺めているような時代ではな いで

すからね。

司曾者暫: 叙の方は普通住宅坪嘗り いく ら休養
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最近チュープのものが出来まし? こね。

あれは始めの施設費というより維持事妻、電力消費

量、

司曾者材が来るんですか? 、

一坪0 ・ーにつにかな。中 村

栗原 そういう事からチュープという事になるんで

電球ですね。壁光般の様な管球燈ですね

あれは電力泊、受fJ; 非常に少いが非常に高いですね

装飾、ショーウインドによいが普ー通の家庭にはイ

コストが高いですね。高いところへ故

す か ?

ヰ村

パイプの方は先てといってくれない。

f宇 その点管工事は芳空気がないんですよ。明り

は行燈時代からぜんぜん琵達しているが、便所と

か水道の方はツルペとバケツがあれば足るという

= シ ヤ J レ、

概 念 t ; 競っているように思う。

堤 資材ばかりではない。食糧の加配米も電気

の方は一つの事業になっているが、管工事は土木 障が起れば、互主主与に又金が掛るし普通の家庭には

向か Iない。

司曾者

建築の方に含まれている、そこでイ中身やり難いこ

とがある。電筑は調立してかるが管工事は土木建 少いから高いんですか?

専寅にもなっていますから。中 村その築の方から貰えという援なことになちます。

東京電気より外はこの盛光燦は作れない

んです。

中 村 長 事 電 化 の 方 で 御 奨 勘 に な っ て お り ま す

誘 蛾;股なんかに奨駒しておりまして、 ;{iL、の方でも

カを入れておりますが相常高〈つ〈んです。

栗 原
点も大分泣います。

1* 大休管工事という名前が最近ですからね。

山国 管 工 事 h 、う名前が出来てからいりない

んです。穀宰中バケツさえあればい〉、水道掘る

のは賞選Tごといって。

高いが燭光に直すと 2 0 0 Wの電球に相河 原

竹のパイプでね。

建設法が出来ますが、電気の方も土木e建

築の何か一部分となってしまうらしいですね。

驚 藤

中 村

蛍するのが大休 2 0 Wでゆきます、電力の治安量

は作J 割かはっきり費えてい I ませんが、全部計算す

f学 建設法が出来ると管工事の方もなんとかな

るんじゃないでせうか?

れば配電舎j祉の方で嘗然生する電力設備費は浮く

であろうと恩います、相殺になるのです。盛光殿

は 8 0 %の光度に落ちるのを存命といっています

が、今のやつで千六百時間( 塗中で切れにのは別

今ですね。伊化槽について規則の改正

によって大いに普及してい〉、寧ろ今の規則りプ

司曾者

ですが〉普通電球が千二百時間だから、害等命は余

レーキをかけて図っているというあ、話があっ? こが

り費りはあち ，ません。色々新品も出ていますが、

電気の方はゐりませんか?

ネオン管なんか今一メートルの短いものですが、

ありませんね。ｾｪ 賀

アメリカでは十メートル、二十メートルのものが

電熱なんか許しませんからね。浅海

工作規. 定なんかを然保安の目的で作つ? こ栗原

出てゐ b・ますから、次第にもっと琵建するのでは

ないかと思いvます。

栗原

ものですから、あれ丈はカツチりやって主rか ぬ k

これ丈はぎうしでもやっ火災ゃなんか起るので、

将来事務所や工場照明はゐれに蟹るでせ

ε うも本日将来性のあるものですね。者曾

つ

司

てb かねばならぬことで、乱暴にやられfこらさ' ん

な事になるかわからない。

は御多f亡中の庭、大望号有益なお、話を承ち ιまして宥

電熱器を許しませんから好い仕事は出来

ませんね。

石河

難うございましfこ。続輯の方キに代り私から厚〈

( 完〉

. : t d、踏を申上げます。

電燃でも ra'数制限がありまじてね。

我々でも不安に思う様な電線になりまし

fこからね。
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ーヒ表中符波ノ、の名稼 、投 の 次 のニ 字:H低落は投票所放御記入寵下さい

※  

設観

昭和 2 3 年 8 月 1 日自縛車競技法が告示 されたので 、大阪府に於て此れを資施する事にな れ 毅 地 を 位

江公園内に取り設計ーしたもので 、工事竣工、競技開催後に於いて 、3選手及他方面関係者の意見及希望等を

綜 合 し、必要を感じた構造施設等を記し、今後の計望書にー参考資料ともなれば幸ひと思ム。

地敷

府の住l . . f 公関数地の約 15，O()O坪を自将軍競按穀地とし、既設の 4 0  0  ';It 陸上競技場及木造スタン r を機

こ東援した約 、2 200坪の敷地に投票所其{ 也の設備をな す。

張すると共に 、浪速宮〈元護関紳祉〉

自 轄 車 走 路

既設の木造スタンドを中心として 、幅員 9ヨ!と ( 9 コー ス〉長 5 0 0 米の自縛車走路を 、自蒋享競技法 に

カーブで最大 1 8 2腕とし、LIJ 土姉梨、一部土盛ス タ

より設計しにもので 、勾配を直綿路に於て 3 6*産、

ン r を構築す。 j叱れに要する土景は 、投票所、其他建物般地が百三i地であっ? こ鏡 、約 2，600立坪を鋤取り 、

2 9  

これに常てる。
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民rr 面 白

• 

コース使用の面よりは良好でゐる が、唯雨期等の場合 、維 持、修理にや、郷点があると思此の鋪装は、

つ。

木 造 ス タ ン

牧容人員約、1，300人 とし、 既設スタンドの爾翼に l l G坪を取る。

スタンドに於ける視客の移動が此の競技は競馬と同様、車重まを張費する主号 、野球等の陸上競技と遣い 、

スタンド乗降通路を設ける必要がめる。競技中は 、坐る人が殆ぜな〈去をて立

見である話 、敷地のゆるす限れ少〈ともコースの柵と、

甚だしい潟 、出来得: 5 1ごり 、

スタンドの閉そ 6 間以. k取 る方が良いと思う。

所票投

連勝式を行う ｚ 号、 ＱＵＰ の窓口ｾ取れ設備としては伺所のみで あるが 、 ｾ、姿事項としては 、

2章、 3 ]i: ，の組織になって い る鏡 、ごれは、内部事務員の活動は、6 間は取る事。建物隔は綾小、1  

狭い場合活動不能となる 1誌である 。

これは内部事務員の外部との交接を 5 り るま主で ある 。

なるべ〈凹部を 少〈 し、 窓口の利用を大にする事ω

30 

内部に炊事場を設ける事。
2  

g  



4. 窓口前面の賢場は、 !Y くとも 1 0間以上とする 事。

5.  投票所の作業は多 し 女 子 従業員に よって な されているので 、侭所 も女子用を主 としにものとする事

支 梯 F斤

常回、 前回. 前日等の支t!l P して 、 6 4 の: 窓 口を取 り後部 2 0坪を事務所 とし、 侭所を 附設する。この

配 置 図

A  自車事草走路 へ 使 所

B  陸 上 走 路 ト 改 キL 所

ア イ ノレ 1" ラ・ 司忌 列 FYI 

D  芝
Aます リ 自将司王預 m

ｬ コ￭Ｎｊｾ 取 二mJ - n I  $令

E  土星!!: ; : . t;t y ド ヌ 金 1象 術

イ 既設 ユタy ド
ル 板 :!b(， 

目 新設 ;;t.t;t y ド
オ 木 櫛

ハ 投 コ吉0宗ミ F五 ヲ 移動式金網f J j

ユ 支 務 sIi プ3 揚 万三 ｾ＠

ホ 選 手 控 肌 ヨ 選 手 現 究 所

.'& ｾ［，Ｍ

31 



作業も同獄、女子力よ会ーとなるので、便所は投票所同様女子聞を主とする事。必要事項としては 、

1  投票所と同建物内と する 事。敷地の都合上、別椋に する 場 合は、投票所との連絡のf砲を老贈する事。

選 手 控 所

奥へられTこ3 ・0坪で自縛車置場、便 所 、シャワー 室、控室の設備をしたが 、故ノj 、約 、 1 0 0 名 fすの選手

と、附添人が入る潟、牧零し得られない紋態で、隣接。しに紳祉の道場を利附している。

選手等の希望を器げれば

1  忍敷の部屋とする事。

2  シャワーよりも、むしろ風呂場主設備する事。

公衆便所、改札口

公衆便所は、場内二個所 、改札口は、正面二個所、側面一個所に取っ亡。

屋外工事としては 、コー ス外枠に木柵、場外との隔でとして、金網柵、板塀を設り Tこ。

排水工事としては、各建物よりの排水は、スタンド外部の本管に 、 場内 ｾｩ［Ｗ Ｑ｜Ｎは 、 東北商に 、 それぞれ一括

し池に蓮絡す。

色 彩

色彩は、スタ ンr 、恒所等は地味にし、投票所、支郷所・は; 、最も明るくするのが良い そうである。

工 事 選 捗 拭 羽

木工事の時期としては 、9 月1 日- 1 1月25 日間で 、仕事の上では最上の季節であり 、短期を考 え、各建物

のE主材は全て、板張りとしに潟、無理は無かったが . 例年に比べて雨が多し其の上敷地の永付高〈 、必

礎工事及排水に困維 があっ ｔ このと 、投 票所 、英他主要建物がーヨｾ詐り土を鋤取っ＿こ後でなければ 基礎工事

にか〉れない潟 、 工期一杯ｾ使用出来なかった事であるが 、 反面人員 、 安材、等が最も図 ｭＮ に防 ｪ いナこ事に

より工期をとりもさ' して契約の期間内に竣工しにきた第である。

3 2  

専門 替 旋 工

犬院す旨函区江戸施工=晶4 丁目五

電 話土佐沼 44・3425

御 願

本誌: 三、四月続にて1 l f 11闘い致してお りまし七 、

『建築と枇合』第26輯欠本の分は此度合員の方か

ら第 Ｑｾ 皮を二郎 、 第 Ｙ 蹴を一部御譲下されに ので 、

f肯第 9 就が一部欠本となっておりますので 、:1，，-静l

ち下る方がありましf こら本合編集部宛御J lI主主下さ

るなり叉は御知らせ願八ば参上致します。

詮料の外謝砲は若木;の上御周り致します。合員

各イす. 何斡左足あらん事を特に御願致 します。

祉 圏 法 人 日 本 建 築 協 合

本 合 事 務 所 朝 日 ピ J 1.. .6階電話土佐摂( H) 1i:¥a6

分 室市内京阪ヲミ市中橋大|坂建築合館内

電話束ＨＡｊ Ｔ ＩＨＩＧ＼ｾｇｬ Ｍ Ｖ ・ ＱＲＵ｝ ＭＮＮ 。



1 仮 設 工

1. 駁 地 縄 張 リ ( 建 坪 曾 . ! J )

』 秘 i

材 | 木 杭

総 I  1抱36関トス

夫

2. 1 . ぷ 盛 遭 形

名 稀

7.K 貫 . 05x. 30x13. 2尺

オt 杭 . 20 x . 20 x10. 0尺

釘 }千- 2吋

大 エ

人 失

単位

建 坪 笛 9

木造ヨけリート

ー

石 0. 05 0. 10 

"  
0. 10 0. 20 

一
貫 0. 13 0. 021) 

人 0. 20 0. 50 

IJ 
0. 20 0. 40 

事

ケ 所 管 P

関ヒ主主形

特殊 ナ ル モ ノ

卒認E形隅主主形 間 食 E 若草 石 垣

一
一一

0. 01 0. 02 0. 01 0. 0025 

0. 04 0. 06 0. 04 0. 01 

E到

0. 0025 0. 005 0. 0025 0. 001 

0. 04 
出企主

0. 04 0. 0 1  

0. 04 0. 08 0. 04 0. 01 

( 匙) 1 . 聞ヒヨE形トノ、建物周閑 7 取巻キ綬ケタル遺形ト耳、翠位延間賞 E ヲ示ス。

:2. 若手ノ、塀 l 間信 P トス 。

3.  石垣ノ、商坪管 3 トエ。

3. 足 代 ・ 縫 箔

延
二 階 建

造 二 階 建

間
総 骨 造 平 署 長 建

筋; 階 建

.!J I  .!J 階 建

ト 階 建

卒 家 建

二 階 建

坪 鎗 骨 建 卒 家 建

一 階 建

三 階 建

四 階 建

ト 五 階 建

|  室 内 足 場 ( 天 井 高12尺〉

| 皐 位

長 丸 太 切 丸 太

本 本

3. 0 

5. 0 0. 5 

8. 0 0. 6 

11. 0 5. 0 

11. 0  δ. 0 

12. 0 .  7. 0 

16. 0 10. 0 

ＱｾＮＰ＠ 11. 0.  

1 7 1111  1 08-08 人A. 5  0  0  

3. 0 

4. 0 

日. 0

自. 0

7. 0.  4. 0 

ｾＮＨＩ＠ 1>. 0 

11. 0  自. 0

ＲＮｾ＠ 0. 4 

( 註) 1 . 縄ノ、 ＭｾＳＶ 間Ｎ 2. 6貧ト見。〈丸太1本= 付約0. 3犯ト; r . . )

縄 餓 線 足揚板 鳶

抱 kg 枚 人

0. 75 0. 32 0. 2 0. 22 

1. 25 白.0. 53 0. 3 0. 50 

2. 00 0. 85 0. 4 0. 80 

一
「一一ー一ー

2. 75 1. 16 0. 6 1. 10 

2. 75 1. 16 
。‘ 自 l. 10 

3. 00 1. 28 0. 6 1. 20 

4. 00 1. 70 0. 8 1. 60 

4. 75 1. 0 ‘  

1. 90 

0. 43 0. 18 0. 2 0. 14 

0. 75 0. 32 0. 3 0. 3 

1. 00 0. 48 0. 5 0. 4 

1. 50 0. 64 0. 6 0. 6 

1. 50 0. 64 0. 6 0. 6 

一
1. 75 0. 74 0. 7 0. 7 

日号

0. 95 0. 8 0. 9 

1. 16 ノ 0. 9

0. 73 o.:n 0. 3 

2. 俄線ノ、 18番線トス。 ( 50kg/ 傘、 o.  00971kg/  m、( ) . 0029kg/ 尺) ( 丸太 1 本= 付約15m)

3.  足場; w. ノ、長 1 問ト見。

4. 長丸太損料ノ、 1 - 3ヶ月 2 5 %. 6ヶ月 o 5 %. 1年 初% . 1年以上7 5 %

5. 切丸太、歩数ノ、長丸ノ メ ト見。

- 1 ー
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名

| 長 丸 太

丸 太 ト 一 一 一 一

| 切 丸 太

鳶 人 夫

総

〈註〉建地. 布、手摺. 筋違、主芸、繋ギ・・・…長丸太使用。

建地、根太イ手摺、筋違、盤、繋ギ… … 切丸太使用。

階再石川 12尺トシ一面 J 、足揚手tl 舟見ん毛ノトス。

I型持出梁( 180 x  100) 、ロープ (4分 径 x100尺) . 結込ポ F ルト、同座金. パイフ・座俄.

繋皇賞、足場桁、引上ロープ、安全欄干，支持物、足揚: w . . 内郁輸.

4. 現寸・短針( 延坪管. 9 )

名 稀 a

木 材 | 主トシテ板材、間尺等

大 エ

5. 仮置空 虚弱: ! C建坪食. 9 )

名 稼

建 物 ノ 鱈 }J ij 

本工事延 100坪= 付キ

木 材 下小屋= 丸太使用ノ時ノ、日本

釘

/1- - 7 イ y プ

昼

建 兵

F官 手 2 0 %余蹴ヲ見込ム

建 具 金 物 建具金額= 重苦シテ

需主 鐙

下 須 噌必魯1: 

大 工

人 夫

6. 俄 E安調E 具 ( 1 脚= ツキ〉

家 具 ノ 種 類

名 務

寸

.C尺〉

吉長

板 材

木 材
ノJ、 制 材

( 官十〉

釘 大 λJ 、 共

大 エ

下小屋 材料倉庫 飯 揚 君 事 務 所|俵便所

15- 20坪 10- 15坪 8- 10坪

一
石 1. 0  1. 5  2. 5 ＲＮｾ＠ 3. 0 

貧 0. 25 0. 35 0. 55 0. 50 O. 自5

坪 1. 45 1. δ5 1.t;O 1. 80 2. 自O

帖.

1. δ0 0. 50 

枚 0. 2 1. 8 1‘ 4  2. 0 

尺E
20 15  

%  一
25 20 30 

灯 0. 2 0. 3 0. a5 一

筒 一 一 2  

人 1. 8  2. 0 3. 5 4. 0 3. 0 

"  

0. 9 1. 3  3. 5 4. 0 1. 0  

( 詮〉侭鮫建署長損料ノ、 7 0 %ト見。

長 精 子 角 精 子 事L

一
長 6. 0 1. 0 肘. 0 3. 0 

巾 1. 0  1. 0  2. 5 2..5 

高 1. 4 1. 4  2. 5 2. 5 

3 山

0. 01 0，10 0. 05 

0. 08 0. 04 0. 15 0. 09 

0. 12 0. 05 0. 25 0. 14 

0. 05 0. 02 

0. 24 0. 50 i----0.281  

( 註〉仮設家具トハ臨時的= 使用スル昼、工作エル机、精子= シテ、板上面ノミ飽創 9 ヲ ナ ユ モ

ノトス。

一- 2 ーー



木 石 0. 40 i  0. 65 I  ｏＮｾｏ＠

釘 貧 0. 06 I  ｏＮｏｾ＠ I  0. 13 

健 了 1 I  2  I  3  

補 強 会 物 ポ ｆ ル ト ｾ 寅 0. 0日 0.08 I  0. 10 

餓 級 kg  I  0. 080 I  O.  085 I  0  .0!l 0  

純 抱 0.15 I  0. 20 I  ().25 

ｾＭｉ＠ II-+- 凡ヶ ::; ;:; 。::

付 キ〉( 長1間
f層 積 園 ヒ

く註〉損料ノ、 64%位 ト見。

名 若草
11 翠位 |

一
木 材 建地. 主主.30x. 30x10. 0 石 0. 15 

府 竹 日j g4寸 x 2間二ツ制( 周縁.押稼) 本 3  

11 "  3寸 x1問 11 ( 竹矢来) 11 24 

釘 貫 0.01 

総 線
18呑 100尺

]，g  
0. 3 

コーノL - ，$ l - ノレ t  0.1 

人 夫 人 0. 3 

L長 1 間= 付キ】竹 矢 来 園 ヒ8. 

大 工

( 霊主〉梯子ノ、長2間 ト ユ 。 丈 ノ; 場合ノ、K トユ。

10. 蓬 生 費 ( 延坪管 !J. 布基礎ノ、間賞 ! J )

名

木

( 1箇= 付キ〉
脚 立 及 率 弟 子

名 稿写

木 材

釘

務

材

9. 

2  

中 賞杉

建

人

名 稿写 翠位

長 丸

*  

本 3  

機 1把3自問 犯 0. 5- 0. 7 

錆邑 線 16呑43m
kg 

0. 75 

釘 貫 0. 3- 0. 19 

琵 鉛宮主君主型鋭校 2.2x6尺 枚 3.35 

買E 人 0. 5- 0. 7 

( 建坪蛍 !J )

夫

建 物 上 l &
• 

1

 

1
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12. 偲 殴 土 鎗
( 巾1問= 付〉

名 青島 翠 位 梁E司8 尺

丸 太 35 o  x 2問 石 0. 81 

補 預 金 物 ポ ー ル ト . 英 ノ 他 貫
0. 60 

大 エ
人

1. 00 

人 失 底 土
"  ， 

0. 03 

13. 危険防止防普及殴備 ( 1面坪 蛍 9 )

名

稀策 I  日× 日尺 〈叉 ハG尺 x 9尺 . 12尺 〉

単位 援 策 強 餓 絹 張 シ ｆ トｾ

官室 枚 1. 1  

唐 竹 廻 9 4寸ニツ劉 3尺 問 本 2間モノ 2

木 材 E同級 3尺 間 石 0. 06 

餓 綱 No.  21 5分自 30x 6尺 巻 0. 22 

ミノ

ー ト t2 x 18尺 枚 0. 19 

官民 人 0. 07 0. 13 0. 10 

( 註) 1. 鍛 籾 ｾ損 料 ＶＰＥＮ シート張 ＷＶ Ｅ トス。

14. 依 E受 電 線 梨 殴 ( 100m:. 付〉

名 稿写 電 灯架 線 動力線架 線

丸 太 3問丸太. 50m間隔 本 2  2  

電 線 事事4穏電線 . 30( ) m/袋
m 21() 315  

碍 子
笛 4  日

電 エ
入 、 0. 4 0. 5 

人 夫 0. 4 0. 5  

tr 線 ノ極 類 第 四 種 燃 線 ( mm
2

)

電車車 ノ太

モ ー タ ー B. P. ｾ Ｑ Ｓ Ｑ ｾ Ｗ ｽｾ＠ 10 I  15 罰20百1l 25 180 85 140 148 |剖

。。

サ ノ決定 電 線 ノ 太 子 l. fi 12. 01 2. 6 14 I  22 I  38  I  60  100 

安 全 軍 主 流 A. 15  120 1  30  55 1  75  1  100 1  145  200 

一 日 間 ノ
( 機 … 電力 引 糊 ノ 馬 力H. P. } x一

電 力 量 ノ 計 算

篭 灯 ノ所要電力= ( ' I l ! 灯線 W 数 ) x (  同 上 )  x  1. 00・・… H  

定説. A= ワット ( W) -;- グオルト (V)

15. 標 刀Z 物

名 者E

木 材 枠 板

釘

， ｾ＠ ｾキ 塗

大 工

一- 4 一一

( 1ケ= 付〉

脚 共

翠 位

石

貫

坪

入

立

0. 025 

0. 007 

0. 10 ， 

キL 工事物看板1. 5 x 3. 0尺 l

0. 12 I  

0. 05  I  

0. 15 I  

0. 25  I  

上掲資料は合員川村 統之氏が三年 ζ のか た 、経 験に 主 P集 録 され?た「建 築 積算 便覧」 で . 菊

卵 ｕｾ 盟主して今 後毎号虎連殺 して ゆ 主主す 。切放 の上保 存 下さる事 業願い ます。 最 近Ｎ 1責務 に包・られ

た方の ζ の稼な資料 の少 い折 柄 . 舎 員各位 の参考 の- jt備になれば幸甚で o 1J ます。 ( 編集子 〉

3 6  



ｾＨｾ考生 ｦｴｰ ろ乙 ａｚ

7 宮7 ｾ袴

|そ の三 |

ソ連の首都モスコーは今世界の注目の的となっ

てゐる。冷い還主宰と共産主義の思想攻勢がこ〉か

ら世界の各地に展開され、首都モスコーの表情は

世界から注脱されてゐるが、織のカーテンとして

謎の閣とされてゐるとき、モスコーを語ることは

無意義ではないだらう。

モスコーの道路は 1 0 0 米の巾を持つ七ゴール

筒を中心に、 6 0米位の道路が縦横に走ってゐる

二F受精への地下鍛( メトロ〉は、調ソ践を通じ今

も街地下深〈延長工事が進められてゐるが、大理

石に包まれ? こ完成されfこ地下識の立波きに目をみ

はるのである。

市街を取ま〈環欣鍛遣、市電、大型パス句、無軌

道電車、グクシー、貨物自動車が忙し〈走ってゐ

る。交通巡査が美麗な服装で二人宛道路の各所に

立番して、貨物自動車の取締をやっている。

ソ連の貨物自動車は会〈図書奇の工場に配置され

職詮詮明書がなげれば決して題行が許きれないの

である。吾キを毎日運んでくれ? こ貨物自動車にも

此の詮明書が蓮縛台に掲げられ市中を走っている

のである。

日曜日はをての努働者、事務員濯が休むので、

従ってさをての園営商倍、協同組合の商底も休業で

あり、日曜日に外出して買物し? こり、飲食するこ

とは出来ない。 1-: から日曜日には市民は圏轡競技

場『デナモ』に集って、 H フットボールかを見物

し7こり、公園等で H フットボ- ) レ11 /.パ ν F ボー

J レH 等のスボ戸ツに梁しtrfなで、映害書館に行¥Iこ

は朝からー列を作って切符を買. k - 順番を符Tこねば

ならないし、その切符も開演十分前でなげれば決

して護費きれない定員制である。バン配給所( マ

ガジン〉は主食だけに各所に設置されているが、

日曜日は一部を除いて殆ん f 休業である。

こ、ソ蓮での日曜日は努働者、事勝員にとって

繋しい臼曜日ではない様ぢ。而し音楽好きな若い

ソ蓮入は、主的自の夜から日曜日の靭 tこかけて夜

を大いに祭しu。アコ{ デオンを奏でて震場や公

園に集ってダンスやロシヤパレーを腐って居り老

いも若きも夜の散歩等は好んでやってゐる。

平安のゴールキー街は常夜燈が埠キと輝いて妥の

様に明るいが、日本や米留の様に商后街1;; 密業さ

れていないので淋しい街としての印象が深かった

多のモスコーはさを〈氷に閉された都合である。零

下 3 0 度のモスコーの多ば、四六時中氷と雲と鼓

ってゐる。子供にとっては、多はぎこでもス・キ l

を柴しめる熔ぴがあるが、市民は雲がぜんなに漆

山積つでも、 2 4 時間以内に必今雲を道路から取

ち除かねばならない義務になってゐゐ。市中の道

路もレールもさを〈煉ちついてゐる。ぞれを夜とな

し パ ー ルとスコップで除雲作業、除氷作業1 : ; ; 領

げられるのである。モスコ ーを襲五、多将軍には全

〈閉口する。吾 J キを乗せて運ぶ貨物自動車にはペ

ニヤ製のホロがある 1:;; 、?撮っと座っていることが

出来ない。防寒具で身を包んでいる私達だが. 援

としてい? こら凍傷にか、ってしまうのである。

モスコーを襲ふ冬将軍に最も間まされにのは 、

第二次世界大鞍でのヒットラーの率いるドイツ軍

Ｑｾ 。防寒具のない ｋ イツ軍のモスコ ｆ への進撃部

陵 t ; 、 ツ蓮宣言に逆に包圏されセンメツさせられて

居り、モスコーを三日占領しにナポレオンもモス

コーの多将軍に栴まされて敗走 し? このである。

多のモスコーと共に有名なのは塞のモスコーで

あらう。一寸先も見えない夜霧、夜明り前、さを〈

暖かな日本に育つ? こ吾# は、モスコーは住みに〈

い都合であるとつ〈つi ¥感じられ7こ。

モスコーはツア戸王朝の首都として 8 0 0 年の

歴史を持つに古都である。有名な赤色麗場、クレ
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レ ー ; . = ' 防i

ム) } : / 宮及び城壁、ギリシヤ正殺の古い寺院、時

計塔レーユン廟は余りによく知られて居ち、時計

塔の尖端に輝〈スバスクの赤い& の下、ここ赤色

贋場を作業場の監督の好意で見怒さして貰つ? こが

流石800伴の膝史を持つ古都モスコーピと思った。

城内の奥の丘の上に立つにクレムリン宮取はモス

コーのぜこからも見渡せられ亡。赤色魔場にある

レーニン廟には見物人が列をなして立って居れ

そのレーェジ闘の右の方に日本の位金主義者とし

て此先駆者片山潜氏が永眠されてゐる某がある。

この赤色旋場では、五月一日のメーデーと十月

の革命記念日には盛大な厨家的行事が行はれる。

此の日は夜となく受とな〈市民は、盛大な行事へ

参加して騒ぎ廻 9 . 又夜は電気花火を打上げ、無

数のサーチライトがモスコーの夜昼を照し聞ける

賑やかな一夜が詮られるのである。新うし? こ毅勝

図ソ蓮の行事を見せつけられて来? こ私達停虜は

『一日も早〈錫 91こい』といふ修虜としての現笈

から抜りきれす¥面白かったといふ日は一日 f つ

てなかった。停虜である私には、日曜日以外に仕

事が休める位な嬉ぴしか持ち合せがなかったのは

事責である。

『荒波の月歌ひモスコーの夜は更げて』といふJ f [

柳のー何ではないが、具閣の丘に立って血盟を想

ム淋しい影は『障り? こいなー』ともらす溜息であ

れ満月の夜ともなれば、阿倍仲磨自が三笠の山

を想って唱つ? こ歌がしみじみと思ひ出され、全〈

感傷的な郷愁 t ; 胸にこみあがって、綾皮男泣きに

泣き明かしに: 事か。

38 

今度で四度目の多を迎へ. そして春を迎へ? こ在

ソ同胞 5 0蔦人の心憶色、 きっと私と同じ気持

であると信じる。そして『今年こそ蹄 91こい』と

念願してシベリヤの嵐に挑んで働いてゐること? ご

らう。ｾ今年こそ蹄して下さい Ｎｮ e  ｾｉ 揚促進犬舎

で留守家族は泣いてゐる。経験以来もう賜るかも

う蹄るかと留守家族は歯を栓ひしばって、このイ

ンフレの荒波を耐へて 4 年目の春を迎へているの

である。

『今年こぞきっと蹄せ』と叫ぶのは復員者全都の

撃であり、圏民の聾である。今やシペリヤ引揚再

開の時が間近に迫って来fこ。引揚舶の準備も出来

てゐる。今年こそ 5 0蔦の在ソ同胞が一人も接ら

す・蹄れる様、経犬なる引揚促進の震の撃援を詮る

と同時に、錦還を遅ちすものは誰かといふことを

注親し上うではないか。

|その 四|

U呉. 圏の友情H それは決してソ蓮人との友情では

ない。同，じ修廃で同じ二重の識僚網の中で明りく

れ暮し? こドイツ入、; t - ースト P ヤ入、 J レーマエヤ

入、ポーランド入、チェツコスロパキヤ人とでも

ない。その友情は同じ東洋民族であるハンガ) } -

人との友情なのである。

私達日本;人がうらぶれTこ委でモスコーから 4 0

粁離れたクラスノゴルスク閤際牧容所に 2 5 日間

のシペリヤ織道の放を終へて来? ことき、先づ私遣

を心から温い気持で迎へて〈れたのはハンガリー

入であり、煙草をめぐんで〈れたのもハンガ) } -

人t : : つにのである。ハンガリー人は例の成吉息、汗

の欧訓遠征の際欧酬に竣つ? こ裳古族で、その多〈

は敵洲人と混血してゐるが、混血しない髪の毛の

黒い日本人の容貌によ〈似てゐる者が多かつTこ。

彼等の踊る民技ダンスは、踊り方に服装に東洋

的な親しみをもって興味深〈見ることができた。

扱て私の H具ー留の友情H は、私が間際牧容所に

入って天幕生活をやり乍ら毘舎の設脅に取掛った

とき、牧容所の管繕係の長をしてゐ? こ建築技師キ



ツシ. : : k ・グスロー氏〈ハンガリー入〉が、材料や

道具の世話を面倒j見て t れにことから始まり、之

が彼との初封面1: つにのである。キツシユ氏は軍

人として修虜になっ? このでなしベルシヤで猫主主

に徴用され軍事施設工事の監督に従事していると

き、ソ蓮軍に停虜となり、吾今が牧容所に来fこと

きは既に 4 年間もこの牧容所にゐるのである b 彼

は 5 0 才になってゐるのだが未1: 満身で、これま

で一度も給十婚していないそうで、年より若〈見え

て無口な温厚な紳士である。彼は散歩合 Z好きで、

日に一回は必す・虜舎を見て廻れ何かと技術的な

指導の援助をして〈れ七。

私からの種キ Tよ設備に撃すする日本人側の要求に

は少しも嫌な顔もせすも. 材料入手の承認を興へて

〈れ、材料の入手に卒先して面倒を見て〈れ亡。

彼との交際はまる 2年問、彼 t ; 牧容所を去る迄鰻

りられ? こ。

彼等ハンガ] ) - 入遣は音楽合や御茶の舎をよ〈

やるの1:/); 、きっと私達を拐待して〈れ、ハ : / j i

P ーの国民歌謡を歌ひ合つfこ這憶は今でも忘れら

れない。作業に封する日本人の忠賓さをよく知っ

て、ソ1 f t からの念ぐ仕事を是非日本人でやって欲

しいと依損して衆亡。吾# も又一生懸命になって

彼の吾が日本人に劃する信額を傷つけする働いてや

つT二。

キツシユ氏が 6年振りに蹄園が許きれ? こときは

さすがに嬉しそう 1: つ? こ。吾々が彼等ハンガ] ) -

入の乗ってゆ〈貨車の設備をやったときなさ' とて

も嬉んで〈れTこ。ハンガ] ) - 語を知らない私は‘

不自由なロシヤ語とドイツ語とで話しあっ? こが.

ぎうにか御王の意志は通しあっ? こ。

彼との名践は重きなかっt : 。

私は伴虜になって 2 年問、日本への遁信も許さ

れす・、終段以来行方不明の俊でゐることをフト息

ひ出した。そしていつ蹄れるか解ら 1i. い血圏日本

八私が元気で生きていることを知らせにらと大ぞ

れに考へが H若し『プグベスト』から便りが出せ

• . ，こら頼tr" と私の住所を大念ぎで書き記しすこ紙片

を歩哨の見て居ない聞にそ。と手渡し f このである

その便りが欧洲の一角から、市も織のカーテンの

中から、日本へ果して出せるかぜぢかをあやふみ

つ、… … t: が彼の友情は私との約束を確貨に呆し

τ 〈れTこ。私 t qこくしに住所の紙片は塗中で引上

げられ? こと見えてく園境通過の際巌重に身体検査

があれ文字をー奮いにものは一切持って行けな

い〉私の住所宛でなし彼の友人とエスペラント

語で 2 0年の永い間文通してゐる大阪市民生局

調査課長池川清氏のもとに、友人を介して私の消

息を昨年の 5 月にわ十か 2 5 語の制限葉警がとず

りられ『何かの方法で彼が元気でゐることを家族

に知らせて欲しい J との依駅献が舞こんt: のであ

る。池川氏は大阪府際に勤務してゐる私を知る由

もな< w鍛のカーテンの中のハンガリーの消息』

と屈して、他の通信と共に大阪新聞と毎日新聞と

に掲載して貰って、私の消息を知らせて〈れ fこの

であるが、ぞれが事選にも棄の眼にとま b塁手や父

母は『私の生きていること、そしてモスコーの牧

容所にいること』を知って安主括の胸をおろし? この

であっf こ。

明年の.1 1 月幸運にも蹄関出来Tこ私はこの事を

知って 1/ 異関のゑ・情H は図境を越えて固〈結ばれ

る率、そして口約束を完全に果して〈れTこハンガ

] ) - 人の友情をぜんなに有難かったかわからない

H キツシユさん有難う H と心から叫ぱす・にはわれ

ない私は、鍛のカーテンの中にいる、キツシユ・

グスロー氏の幸稿を祈りつ〉、民主日本再建の一

翼として技術者の任務を充分に果すこ主を誓って

私の拙い停虜生活の感傷を終る次第である。

( 1949. 2. 8)  ( 筆者・大阪府建築部技師〉

山 口 県 菜 建 築 部 構 成

建 築 部 長

建 築 課 長

住宅・密繕課長

今 津 重 磁

大 枚 千 秋

岩 崎 文 雄
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( 24年度第一回) 4. H 於 見 応 分 室 竹 腰 令 長 外28名前

席開舎前放岩j毛盟理事に翁し獣絡を捧げた後

1・理事曾申合せの件。時間周励行出席. 定員、議事録.

決議事項等

2. 定例日の件。毎月八百二時とすること 6

3・理事曾務分竿の件。別E支の遜 P互選。

4. 委員委腐の件。主l ! e . - {:壬し? と。

5・春季大舎立主支銅1長曾開催の件。別主買委員，曾を殻げ主主

行ナる ζ と0

6.5を料要覧E重行の件。薮中宅島民主 P 説明出版の事承認

7・昭和23年度牧支決算. 並建築便覧決算の件。大和害事

宮己長よ! J .80表設明求認。

8 王理事舎申i I の件。 23年度理事代表として薮中奮理事

よ P 別言己の遜哩説明あ P 新遊引縫を了し? と。

9・常お理事の件。現理事中海誠一員j;君辞任申出あ P之

を承認鈎大和書記長を後任に選任する事を決議した

工 事 請 負 規 程 改 正 委 員 曾 東 京 l亡於て四曾連合

で四月四日よ P 三日間開催薮中養員上京。

編 集 委 員 曾 四月七日 朝日ピル二十七日分室で関

催本年度言十箆其他協議した。

資 料 要 覧 刊 行 委 員 曾

四月十二日、十九日、二十六日開催準備に着行した。

春 季 大 曾 委 員 曾

四月十一日. 二十五日朝日ピルにて開催準備に着手。

兵 庫 支 部

四月八日 松浦工務応役員合開催、本部よ P 中津理事

大和書記長列席数券、六月続雑誌記事 91受、預 P の建

築使覧解決。放岩尾関j 支部長逗悼令。住宅金鼠. 集金

問題等の件を協議した。

四月二十日 岩尾邸袋滋廷で幹事出席故人蓮悼曾開催

し? と。五月二局、六日 編集委員合開催原稿作成した

東 海 支 部

四月ブ昔日 支官官事務所で役員合開催本部よ冒薮中委員

大和書記長列席. ニ聖堂合員獲得. 集金事業、不燃都市
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住宅金庫. 雑誌支部編集. 使覧始末. 翁負規程問題等

を協議した。

京 都 支 部

四月二十三日 支郁所准で役員合開催、本部大和書記

長列席 . 事業方針. 京都官事見星匹、雑誌綜集引受け。

集金. 1雪勢波長、交附金 J 便覧解決 、住宅金庫. 誌上

斡旋問題等身議した。五月七日 同所で再曾. 八月号虎

雑誌編集と隙告の件再協議委員分捻荒行. 六月十二日

宇治方面見事の耳容を践した。

和 歌 山 曾 勢 委 員 曾

四月二十一日 正午弁上lliU曾長. 中海理事、大和書記

長出席. 宅島員令開催、委員長後任として麻建築課長奥

村併氏を選任、令事号機張、集金其他理事務協議. 二時か

ら土建組合にて揮系土木部尉申尾守次氏外市内関係方面

約三十余名集合、井上即j 舎長より不燃都市及中海理長野

住宅金庫促主主問題. 日本不燃住宅普及曾山東g $等出

席講演合開催夫h 質疑膝答した。
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四月二十六日 令官占分室電委員長副委員長互選、本年

度事業方針、定例日. 申合事項其他協議。五周は春季

大令と共同事業としたが五月三日京都支部と合同で京

都博覧令並鴨川筋を見摩した。

23度編集委員曾企愛による最後の

編 輯 後 記
盟主として係五践を御皇室 E します。

本放も座談合金主として計登してゐたので前践と重復

したが、最近との設備商の事は主主E主主事が来てから、特に

喧まし〈嘗はれＮ一般に認識ｾｾ震もされて来たのでＮそ

の方面の専門の方々にお集 P 願 V' • 夫々今後の業界の主主

むベ垂主主. J t 1告によ P 経絵された事等興味ある有意義な

ものである。との意味に於て本務毛座談合を掲載した事

を諒とされたい。

次宮虎六貌よ習は24度新委員によ] ) . 清新商量刑と期待に

副ふ可〈昔十登をなし、その最初の会貨として支郊の要望

K 膝へ. ヨた鋭を兵庫支昔事特集混として記事を集録し印刷

単備にと F か与ってゐる。

23年度綴集に償って各位ょ P多大の御援助を得ました

事を富討する次第である。( 編集子〉
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